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第7回　極域における電離圏磁気圏総合観測シンポジウム

　　　　　　プ　　ロ　　グ　　ラ　　ム
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講演時間：一般講演（講演11分，討論3分）
　　　　　Review講演（講演30分，討論5分）

　　　　　将来計画（講演12分，討論3分）
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＜2月27日（月曜日） 10　00～18　00＞

挨　拶 国立極地研究所長 （10　00～10　10）

1．オーロラ現象
　　　　　　　　（10：10～12：15）

　1。　巻田和男（拓殖大・政経）

　2　金田栄祐（東大・理）

　3　鮎川　勝（極地研）
　　　巻田和男（拓殖大・政経）

　　　国分征（東大・理）

　4　小口　高（東大・理）

　　　AUVグループ（東大・理，宇宙研，

　　　九大・理，UBC）

　5．藤井良一（極地研）

　　　竹中潤（千葉大・理）

　　6　鵜飼正行（愛媛大・工）

7　鮎川　勝，勝田　豊，平沢威男，

　　星合孝男（極地研）

座長金田栄祐（東大・理）

オーロラとオーロラ粒子（Review）

Dawn－dusk　Asymmetry　of　Auroral　Oval

Dayside　AuroraのBreakup

オーロラ周辺の電場

パルセーティングオーロラと沿磁力線電流との

関係

磁気リコネクシ・ンによる爆発的エネルギー変

換機構とオーロラフレァー

オーロラ世界データセンター（WDC－C　2　for

Aurora）の現状について

皿．飛翔体による電離圏・磁気圏観測
　　　　　　　　　（13：00～14：55）

　　＆　平島　洋，村上浩之，奥平清昭

　　　　　　　　　　　　　（立教大・理）

　　　藤井正美，西村　純，山上隆正

　　　　　　　　　　　　　　　（宇宙研）

　　　小玉　正弘（山梨医大）

　　　江尻全機，宮岡　宏，小野高幸

　　　　　　　　　　　　　　　（極地研）

座長　　林　　　幹　治（東大・理）

北極域におけるオーロラX線観測
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9．小玉正弘（山梨医大）

　　藤井良一（極地研）

　　河野　毅（理化研）

サブストームに伴うオーロラX線バーストとそ

の関連現象

量α　高橋忠利，渡部重十（東北大・理）

　　渡辺勇三（宇宙研）

　　大家　寛（東北大・理）

EXOS－Cによる極域電子密度計測

11．　金川俊英，賀谷信幸，松本治弥

　　　　　　　（神戸大・工）

　　向井利典（宇宙研）

　　佐川永一（電波研）

E×’ B型イオン質量エネルギー分析器の開発

12　渡辺勇三（宇宙研） 南極ロケット搭載型インピーダンスプローブ法

と磁気圏電離圏擾乱の関係

1a佐川永「森弘隆，巌本巌，
　　　　　　（電波研）

　　小川忠彦（電波研・乎磯）

極域電離層中の熱的イオンの速度分布の測定

14　森　弘隆，佐川永一（電波研）

　　小川忠彦（電波研・平磯）

　　小川俊雄（京大・理）

　　山岸久雄（極地研）

S－310JA－7号機で観測された低周波密度
ゆらぎとAC電場との相互比較解析結果につい

て

15　竹中　潤，木下　肇（千葉大・理）

　　藤井良一（極地研）

地球内部大規模変動と地球磁場の関係

皿．ELF・VLF波動現象
　　　　　　　　　　（15：10～1800）　座長 渡辺成昭（電波研）

1〔L　松戸　孝，芳野越夫（電通大）

　　山岸久雄，福西浩（極地研）

1τ　小島年春，芳野越夫（電通大）

　　山岸久雄，福西浩（極地研）

アンドヤー昭和同時観測による昼間側VLF放
射の共役性について

Periodic　VLF　Emissionの共役性について

18　山岸久雄，福西浩（極地研）
　　鈴木光義，小島年春，芳野越夫

　　　　　　　　　　　（電通大）

RayTracingによる磁気圏内ELFヒスの伝搬
特性とISIS人工衛星観測

1敷　今江知延，芳野魁夫（電通大）

　　山岸久雄，福西　浩（極地研）

2α　鈴木光義，芳野越夫（電通大）

　　山岸久雄，福西浩（極地研）

ISIS衛星及び地上（キッダーレン，昭和基
地）同時観測によるVLF放射の南北共役性

ISIS衛星のスピンを利用したVLF放射到
来方向の決定
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21．

22．
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24

25．

26．

27．

恩藤忠典，中村義勝，渡辺成昭，

村上利光（電波研）

松尾敏郎，木村磐根（京大・工）

山岸久雄（極地研）

西野正徳，田中義人，岩井　章，

鎌田哲夫（名大・空電研）

伊藤弘道，渋谷仙吉，前沢　潔

　　　　（山形大・理）

佐藤夏雄（極地研）

荒木　喬（弘前大・教育）

富沢一郎，芳野赴夫，佐々木勇人

　　　　　　　　　　　　（電通大）

鎌田哲夫，西野正徳，倉橋克典，

神保英彦　　　　　（名大・空電研）

極域ELFヒスについて

ISIS衛星によって観測されたオメガ信号に

よるトリガード・エミッション

S－310JA－6号機によって観測されたVL
Fヒスの特性

南極電算機データを用いたELF－VLF放射
強度の統計結果

DiffusedWhistlersとダクト伝搬

地磁気変動に伴う電力線放射電磁界強度変化

一
北極圏大気球観測一

北欧北極圏内におけるELF－VLF電磁環境
調査結果
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＜2月28日（火曜日）

IV．　MAP観沮‖　　（9：30～12：15）

　28　藤原玄夫（九大・理）

　2⑨　内海通弘，広野求和，藤原玄夫

　　　　　　　　（九大・理）

　3（1　忠鉢　繁（気象研）

　31．南　繁行，堤　四郎（大阪市大・工）

　32　森田恭弘，鎌田哲夫，高木増美
　　　　　　　　（名大・空電研）

　　　　北村正亟（気象研）

　3＆　小川忠彦（電波研・平磯），

　　　　五十嵐喜良，倉谷康和（電波研），

　　　　藤井良一，平沢威男（極地研）

　34　福西　浩，川口貞男（極地研）

　35　野村彰夫，鹿野哲生（信州大・工），

　　　　岩坂泰信（名大・水圏研），

　　　　福西　浩，川口貞男，平沢威男

　　　　　　　　（極地研）

　36　山岸久雄，福西　浩（極地研）

930～1750＞

座長　　神　沢　　　博（極地研）

レーザレーダによる中層大気の探査（Rev　iew）

レーザレーダによる中間圏・熱圏のナトリウム

層の観測

昭和基地におけるオゾン特別観測（1982年

1月～1983年2月）

極域における大気波動の総合観測について

南極成層圏電離強度の気球観測

昭和基地50MHzレーダによる中性大気風の観
測

26次南極MAP観測計画

南極中層大気のレーザレーダによる観測計画

（JARE　26）

JARE　26におけるS－310型南極ロケット実
験計画

V　Pc　3脈動とその関連現象
　　　　　　　　　　（13：00～15：50）

　37　国分　征（東大・理）

　3＆B．J．　Fraser（Un　iv．　of

　　　　　　　　　　　　（Newcastle）

　39．斎藤尚生，湯元清文（東北大・理）

座長　　利根川　　豊（東海大・工）

Pc　3の特性とその関連現象（Review）

Spatjal　Characteristics　ofI．owI．atitude

Pc　3　GeomagneticPulsations

Structure　of　the　Helio－magnetosphere

Inferred　from　Pc　3　pulsation
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40　友村　清， 桜井　亨，利根川豊

（東海大・工）

磁気圏境界および静止軌道におけるPc3脈動

41・　星野真弘，寺沢敏夫（宇宙研） Bow　shock上流域での低周波モードの励起と

Pc3脈動の起源

42　加藤愛雄（東北大・名誉教授），

　　利根川豊，友村　清（東海大・工）

Cusp領域における地磁気脈動

4a　坂翁介（九大・理） L＝1．7より　L＝32の間のPc3脈動

44　湯元清文，斎藤尚生（東北大・理），

　　　CINPULF観測グループ，
　　　MILCULF観測グループ

海外広域多点同時観測に基づくPc3脈動と
upstream　waveとの関連性について

45　佐藤夏雄（極地研）

　　　渋谷仙吉（山形大・理）

　　　樋口喜啓（山形大・工）

Pc3脈動に伴うCNA・VLF放射
modulation

46　湯元清文（東北大・理），

　　　佐藤夏雄（極地研）
Pc3脈動に伴うQPエミッション周期のIM
F強度依存性

VI．将来計画 （16　05～17　50） 座長　　福　西 浩（極地研）

47　西村　純，鶴田浩一郎（宇宙研），

　　小玉正弘（山梨医大），福西浩（極
　　　地研），PPBWG（ポーラーパトロー
　　　ルバルーソワーキンググループ）

ポーラーパトロール気球（PPB）

　　1．気球システム

4＆　小玉正弘（山梨医大），鶴田浩一郎

　　　（宇宙研），国分征（東大・理），

　　　鎌田哲夫（名大・空電研），嘉納宗靖

　　　（気象研），福西　浩，神沢　博（極

　　　地研），PPBWG（ポーラーパトロー
　　　ルバルーンワーキンググループ）

ポーラーパトロール気球（PPB）

　　2　観測内容

49　福西　浩，佐藤夏雄，藤井良一
　　τ扉縮（極地研）
　　　国分　征（東大・理），

　　　西村純（宇宙研）

共役点気球観測計画

5α　大家　寛（東北大・理）

　　　EXOS－D　WG
5L　芳野越夫（電通大）

EXOS－D計画

EXOS－D受信設備
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52　西田篤弘（宇宙研）

5a　鮎川　勝，佐藤夏雄，山岸久雄
　　　　　　　（極地研）

ISTP計画（International　Solar－
Terrestial　Physics　Program）

セルロンダーネ山地地域における観測計画

懇　　　親
　　18：00　～

会

会　場 2階　講　議　室
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＜2月29日（水曜日） 930～1740＞

皿．ULF波動とSC現象
　　　　　　　　　　（9：30～12　15）

54　石田十郎（東大・理）

55　利根川　豊（東海大・工），

　　　福西　浩（極地研）

　　　A．Hunter（Univ．　of　Lancaster）

56　桜井　亨（東海大・工）

　　　福西浩（極地研）

　　　A．Hunter（Univ．　of　Lancaster）

57　五十嵐喜良，倉谷康和（電波研）

　　　小川忠彦（電波研・平磯）

　　　藤井良一，佐藤夏雄（極地研）

5＆　佐藤夏雄，福西浩（極地研）

　　　国分征（東大・理）
　　　Th．　S　aemundsson（Univ．　of

　　　　　　　　　　　　　　　Iceland）

59．　福西　浩，佐藤夏雄（極地研）

　　　国分征（東大・理）

　　　Th．　Saemundsson（Univ．　of

　　　　　　　　　　　　　　　Iceland）

60　糸長雅弘，北村泰一（九大・理）

6L　桑島正幸，角村　悟（地磁気観測所）
　　　福西　浩（極地研）

62　永野　宏（岐阜歯大）

　　　荒木　徹（京大・理）

　　　福西　浩，佐藤夏雄（極地研）

6a　荒木　徹，家森俊彦，亀井豊永

　　　　　　　（京大・理）

座長　　坂 翁　介（九大・理）

ULF波動に見られるSCの効果（Review）

極域多点観測によるPg脈動の特性

極域多点観測によるPi2脈動の特性

Pc3－5に伴うレーダオーロラエコー

58年度アイスランド共役点観測

　　1．概　　要

58年度アイスランド共役点観測

　　2　地磁気脈動とその関連現象

電離層一磁気圏における3次元電流系の地上磁

場効果

地上および静止衛星高度におけるSSCと関連
現象の対比

静止衛星で観測されたSCのPolarizationの
特性について

電離層上下でのSC同時観測
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珊．

　64．

　65．

　66．

　67．

　68．

　69．

極域現象のシミュレーションと理論的考察

70、

7L

　　　　　　（13：00～15：45）

橋本弘蔵（京大・工）

大家　寛，飯島雅英（東北大・理）

宮岡　宏（極地研）

恩藤忠典，相京称弘（電波研）

長野　勇，満保正喜，川端一也

　　　　（金沢大・工）

南部充宏（九大・教養）

玉尾　孜，三浦　彰，谷口治幸

　　　　（東大・理）

藤田　茂（地磁気観測所）

玉尾　孜，三浦　彰，谷口治幸

　　　　（東大・理）

南部充宏（九大・教養）

山内正敏（京大・理）

櫛田　健，上山　弘（東北大・理）

座長　　鷲　見　治　一（名大・空電研）

AKRの伝播モード（Review）

オーロラキロメートル波の放射機構の新しい理

論

極域電離圏におけるZモード波の線形モード変
換

数量的磁気圏モデルにおけるプラズマ対流と磁

気圏現象

VLFダクト放射による大地上への伝播特性

Pc1脈動とELF波動の相互作用
（Plasma　Maser　Theory）

局在化電磁流体波の電離層入射（2）

地磁気脈動変化に対する斜め沿磁力線電流効果

72．

73

マグネトポーズ電流のNorma1成分と極域
Field－aligned　Current

降下電子に関する輸送方程式のDiscrete

Ordinate解

IX．電離圏・磁気圏擾乱
　　　　　　　　　　（16：00～17：40）

　74　袴田和幸（中部工大）
　　　　前沢　洌（名大・理）

　75　巻田和男（拓殖大・政経）
　　　　C．－1．　Meng（AP　I〃／J　HU）

　7＆　上出洋介（京産大・理）

　　　　安原文彦（中京大・教養）

　　　　藤井良一（極地研）

座長　　前　沢　　　洌（名大・理）

太陽風速度の空間分布

Enhan㏄ment　of　the　Polar　Rain　and　its

Relat　ionship　toSolar　Wind

オーロラジェット電流中の電場／電気伝導度の

相対的重要度
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7Z　五十嵐喜良，倉谷康和（電波研）

　　　小川忠彦（電波研・平磯）

　　　藤井良一，平沢威男（極地研）

7＆　樋口喜啓（山形大・工）

79．　石田十郎，林幹治（東大・理）

80　大瀬正美（極地研）

　　　倉谷康和，五十嵐喜良（電波研）

　　　鮎川　勝（極地研）

VHFドップラーレーダによる極域超高層のダ

イナミックスの観測

高緯度Pi2脈動と沿磁力線電流

Substormの効果としてのPc1地磁気脈動

極域におけるRiometer観測結果の経年変化
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第7回極域における電離圏磁気圏総合観測シンポジウム

講　演　予　稿　集

昭和59年2月27日～2月29日

会場　国立極地研究所講堂

主催　国立極地研究所
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オーロラ周辺の電場

小口　高　　AUV　グループ（東大理、宇宙研、九大理、　UBC）

　脈動性オーロラ中には、パッチの電気伝導

度の増大に伴って、磁気圏対流電場による電

流が流れ、その生成、消滅が、地上における

地磁気脈動の主な原因であることが明らかに

なった。　この事実から又、オーロラに伴う

電場変動のモードや強度を予測することもで

きる。　図に示す様に、オーロラパッチの電

気伝導度の増加が周辺の50％増しの場合、

パッチの中に誘起する電場強度は対流電場の

約20％であり、電気電導度が20％増しの

場合は約10％にさがる。　電離層より下で

は次第に減衰するが、大気の電気伝導度の減

少を考慮すると減少率は真空中にくらべて著

しく小さくなって、高さ30kmの気球高度

でも、パッチ中の約35％程である事が判る

　　注意すべきは地表におけるチャージアッ

プの効果で、このために地表付近での鉛直電

場の強度はバッチ中の値の約2倍に達する。

　地表付近での電場強度は、オーロラ、或い

は電離層より上での電場の空間的スケールサ

イズに著しく依存し、従って、活動時のカー

テン型オーロラの様に、対流電場そのものに

直接関連している場合には地表付近での電場

は電離層中の笹の10倍にも達する事が判る

。　即ち、もし50mV／mの対流電場があ

れば地表付近での鉛直電場は500mV／m

に達し、オーロラ変動との同期検波とか広い

空間領域でのコヒーレンシーなど、適当な方

法で大気電場の影響を除く事が出来るならば

、地表での測定の方が気球でよりもむしろ容

易ではないかと思われる。
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バッチ内の電場の対称軸を含む鉛直面内でのバッチ下の電場分布。
パッチ内の約2倍である事が判る。

地表の鉛直電場が
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！Wレセーティングオーロラと三臨磁力線電請Lビの関係

藤＃　「良一（柚㎞）、竹中　潤（十葉大・握）

　　　／Ψルセーティングオーロラは真夜中かセ　ーチィングオーロラに件う∋協磁力争象電琉

ら午前側のオーロヲ帯及がサブ｜才一ロラ帯で’、X検出出来3可能性炉由てきたθ

di梱泥なオーロラ中に繊すぷ赫り　村繊τ‘・一臼・斗ノ・レウ・イ・
周期性き伴うオーロラ⑰由3。　i嗅在寺で・、　ki十a瓜1¢w（也理雇才聖～64．4ψ～，　zo，o°E，

／Wレセーティングオーロラの4寺‘性や！分布及び・麟気座オ蒙：68．6ρ，／oT・／°εノ弛含時

紬に衿地上趨恥口地磁簸勧・の一u丁・・3らL値弓曾り辱唆・、て高
関連につし）て詳しく調べパ此τきた。　　　原震合天TVパラむ取得せ小た、／“1レセー
　　　髄C邑u唱（lq曾3，ラ嶋鹸）により、ハρテ4ング才一ロラど、吃のβ4）全天TV窃｛免囲内

1レセーティングオーロラに伴う地上で勧11さ　に入。てきた同Aξ9AT磁湯3歳冷データと

皐5地磁気嫡は、オーロヲに伴い堤生す3　の比萩を試み3。　回1二禾し壬MAξSATデ1
オーロラ粒…｝障下｛：より局前的に寸曽、たした電　一タは1480耳2日宮日04与oUTイ守丘

離層電気イa菓震ど磁気園から印加さ4t3腐1場　θ）もので’丁線智が庄天TV㍗パ1レセーティン

により電！離i層起源の二茨的港磁力綿厩硫ポ生

じ㍉紗3次元顧ぼ培慮す⇔田・刈
続一的に説明虫来3こ×が示せIkた。

　　　しかし、
3人工命星喬戊で・の磁場榎重り1●小±〈（～数x

〈数10∀）、又従来の衛星（剃えrざ1TRlA旬

臥独引†の介解能昂守舌宮・・為、上記の
研9（博困難℃・あ・色．

グオーロラの観i副された4負城τ・窃3。　　この

イ刈から見3と、ノ臼レセーティングオーロラは

午前側飽8‘・減（電薩層から硫出3）領域の低

予想さい尭磁力綿電論によ緯友虎肺近1・擁・て・ほこヒ芦冷㍉尚
06μじr件逸τ師電雄層電‡易1さ南北戎ノ分水卓越

す3窃で，オーロラに件53洩ラt魔疏系ε、
電緯層i電捕し介南致：のアライン）（ントε特ち，

　　　　　　　　　　　lqη『与11月に打　オーロラの喬・低緯震瑞舌｛線電論的に出入す3

ち上げら帆たMA〔「SAT衛星1字合解雀」ド使来〕9磁力線電琉から構戒さJt　3こXにな3＞累
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磁気リユネクッヨンによさ爆発的工ネ1レ干㌧ヨ1壊機構とオ’ロラ7レアー

鵜飼正行（璽嬢大工）

　　現在、地琉磁気匿憎理に加1）て最大の閑　ミュレーツヨンの結果によると（1時1訳柄）－1に

・じのぴとつは磁気国寸プストー4τあり袖比倒川よう∩ものであ、），硫気レイノ1レド

に閑裏したオーロラ現象て”あう噛う，よく知ら携Rいミ討弓3依有度1詞ト常に弓引）ジ貢際ノ後

叶て日るξうにノ滋気圏七ぴllに苫え5賀た砿に述バ5異常電気題旅ξ考鹿33と甘7‘’スト
］易の工拓1レギーザ急郡に解らヌミ取る（1げ，叱の　一Aを売分§え日Rしう5エネしヤー宮才灸しエト

間にloU～IOユZe弓のエラト1レキつ一）秦ら果ヒして　を与．ミノう3等η’矛、tよ’こ〉。

吋盃‘こさ禍のザサ7“スト4τあ3・サー
アストーぴに閥連した現象は4ド弟1ミ福雑丁あ　　磁気圏、アラズマ1穗ほとんヒ要衝突τみリ

リ，今回のししホ㌻ウ4て“も川くフゲの中じ，従．て電晒臼樫添「ヲ定・陛によ・て縦パ

ヲーマとしてヒ1）あり“5れて川S。サブ入ト　W5静電場との栗質司衝突炉非常に奮干ヒ蔦

一 令個蜘ミ杣て最は本6禰点1舌明らカ’・てく○脚三イπン翻やBw幽不安
に蜘に村さ麟酬工礼千一女灘榛ε定劃共励て滴勧漣常超抗雄じ淳ケ・
知5嘩てあ〉う。

　　箱効甘磁‡易工拓1レキ㌧毎換芒与礼ももo

ζして磁気リコ》トクニョン過穫ゲ看力視さ貢

感奴パ？z願薗醐τは麟T、〉恥
Φでイオン高デθの励起1さ期債τき甘、1ザ，、）

・たん磁笥リユネ・7三9ンザ進．fTし如めさと

て心・硫気1）時クツ。ン（M甲．tr。。＿⑭×理滋気守1性巨迩くで’相村的イオンーエレク

恒自伽畑常亀鴨もの（イフ蜘丁旦空中の磁トぶド’▲フト麟サ’急激に祢し唄醐れ
場）τ衿ゲ戸牌に商｝鮪イ璃凌きもつ共じう5⇔渇近のシミュレづ・によ・
高蓮アラズマの6心寺いに討してさわめて重てボされ1ミ王東際，XP蹴近務におけき唄学

才甘惚到りをはたす。リコネク膓3ン麗は砥坑と瀟気リユ朱クエ∋ン丁互川を増KKtt

プラズマの状捉に応じてさまご寺な獅をと0　3彰τ十ω←IL←ぬの臥e｛　ザセ1しフ
ザ』ノエえ1レギー変換乙いう観巴からはllわり）　ユしジステこト1ミ発尼しう54トザ示t§。

るぽ一M一ぬh糎撃禰部＋t陶・，c，皿．z綱マイうしドの硫
七、o∧ては大規榎ひ×理磁場形状が存在し，更　　滋気圏t㍊にお・け3陀coMec七餌pro＝ら

在的挑b・畝戚にど。て看初1？工和し千‥の観劃にせ3と磁｝気ヤイランド怖祓郁嫡

霞鰍勧当鳩描？　　　　　中酷嚇勧ザ’強・頑舗て⇔よう・ぽ
　　筆％ロ弔七一両・の物理機構を討わ哉3．従。て．磁気アイランドの成長ど含
簿機膓ミ。しづ．ンによ。碇・艶う定量的むよう葛献Mωw』餅肋発雇を埋論
に調／vてさ「巨．今回の報告は、最近∩結果を門に示寸寺・ザ重寧てあうう。実際、、異常電気

もと1こ干禽s七旭〔｝ぬMの基本旬特性禎wサア　塾荻を考虎す3ヒこのよう苗秒の『ピヒ触←疏

ストー4現象にどのように前陀て’さう5かと　の癸展が一隔的τあ5寺ぴ示てう。

、、う点左中1じに議諮し「巨U。特に唄の諸点が

議論り中1じにね5。

エ．エネ1レギー竣媛レエト

　　フレ了一項2象、（5ヰ『徹1‡異衝突丁゜ラス”マ中

で繍ぴ疏気工如レや解敬性パ峯｝・あ
∋．従。て、細工礼干㌧愛換樒椥審7°ラ

ズペの電気怠抗に大きく依有一33よう1さセリ

であフては甘ら枯～1。一元、十艇セ旭｛ρ』
杭起λ㎞二“によさ工％しギ’な換レ工卜・はシ

6

1川ば，P㎏．F』、≡，、・・フ（、ラ⇔，

ユ

聞卿W．㌦4鋼γ・S戸・叫、Bβ・う佃5）．

軸・u砧ノP㎏・ε痴」，廷，15ζ1（川う）

4D・Fぷ山巳k．鰍・かA・t四，㎏Tl五，伺川7之ノ，
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オーロラぜ男テニタセンター（τDζ一ご2・ゐγ4。肪ビ）♂姐イだにっ、17

鉱’d　勝，勝田豊．干フ《取男、星合乃男（誕極垣嚇アの

　国傑鰯碕建■禽諸・（士6し｛：エト方・レH応∨」伽いc．2．

4C・・識み汕，伽〆）1・齢蒙5嶋工C滅叱肌

耐）Csば、149ρ皐（蕗痴瞬）耐，固立極7疋孝擁所↓τ

ちレ乏南極κ一域’♂矛uラ’：肉恥ぜ昇テユ7セ汐一

を設立する二じを認可し・rて．

　πpcの締f引宕影了楕星剃芦タの囲’融9固内的肩

勅剃昨維進ず欲め、賓節噂ノξ腐競者〈の
ワ〉じ’iス与翻灼1て戻砲・窮フヒロv，碁勧91：葬マ・あ

3γ思われる、

　　　ここマ、・ぱ．函立秘巴甜影前に殼立却rぐ⑳G－C2し

ふ映の概聯微’・司湖蜘4雌叶・・’翻
庫，畜升収㌘で掲f5ピ吻揚イ《冶跡をY／σηミ報昔凋、

1’耶c＜2姉鰍（川・問刷ξ醐κ酬椛匿ブ　ア
　（グア4与2β；鎖を）

　　　　　獅晋料納
　　　　　〒29角…印「資辮巾

　　　　　燈温蜜采榊巾
　　　　　住梅畜榊門　　　・Pξ糊聡資糾

　　　　　驚驚鵯　i議曇，。＿

w）Gc2夫辻・紗・匙に為・ナづ収宴董特彰榎，髄

環・呼聯闇く頑御詞勘勿縮噺フ内嫡助段
いろ・　励寄裡・瀦備声《4剛につ・、？｝ず∴才タク

碑㍗9セ汐一遅梼輪侮畝r鍵臓・申レe
ぜ斗頑）に蕩・、7衆尼協鋤・r・」デ？・、ぶ

2’励ご一c2如パい鰍（MPR）・触弛禰ど

　ω吊極閲縁り才一ワう錫象」ヨ勾禍畜対・別ぼ・保後し

　　ろ♂便用便匠二ち、まかろ。　　　　　　‘

　（2惰耕づ｝に瑳雁割ズ・茄を磁宜κ訂のc．βcし・り郷綱、

　　閲へ∪報㍗．

初驕㍑芸鷲場惣禦翌レ聯緬
　④董升目昧を遂フ欠彩傷レ．遂窮倉ヲ（クン9痴）に出欣

　　・碗形汀う．《肩勧7協ソ艮つ可能～・〆あ内㍗屡才69

　　　看材1ごつ・・て¢編箪均別蹄又’プ3．

　ゆ資材膨・遠斜禰転顧軋媛与ρ百能rJ殼備右

　　項田．
　（疏駈頑悦ぽ着鋤惨亥珂吻徒弛．し，畷翻の

　　盤雛謬稔謬㌘テ痴え澗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

ラ。殼隔♂観暫

　プンPクぜ恩テつセン9一賀脅産iチ、続閲砕梗ヲ階（友

　面矯掬銅内・）1てあろ，㌶下’〈主τ：るz4編．し磁内能

　力蘇才。
　　d）計喜功｝爾Mア層顕冶勧鍵θ：wイ、ヴz、遂

　　・励鞄蜘《綱（昧巻）：一・グ，励巻

　　θノ㈱輪碑砺Y・・纈級顧噛：紗翰
　　μ）ぐイ勿zシ¢タ〉ド’伎寮輪tづえっト3．～ス卿衣．

　　・9戊砺知篠鱒初1カ…助磁那細・粉
　　（’）編集：祈媚2乙嚇葺閣奮隔矧亭β月

　　初競パ’リーμフ・り⊇ター

　但ノ年ま茄τ，咋姥顔・乃ひ・・’除揚枝’

　　（4ぽのに有妃御1いび，仁・ρ・・η，蜷室ノ培彰姪力

　　　裾祈総四・訂茸‡㌃．拳噛・lPワ尼吋緒範・

　　　と3つどiつよパ4⑦司可能？・’あ4。

4一朔）ど一c・叔ふ・M・・P戸）州喉お皆卸こ

　つい2

　　　旦5・・P・威WτPら・／カノ孝♂励○勘

　指馳1・氏rrD乙打A・W㊦’㌧刷寝可へ・きグ行
　して㌧ズ）二η、・元ゴ冴しマ・‘ろ。

　　（p飢1－～㌧⑭孤　（勾心多u・10』μw式仇・

　　〔3・0払wc戸山百如『cめ（・～づρめ

　　（4）R久止ψ伽‘1飯んwρ垣レ戚丈：w5

　　訳∵l！隠悲鑑㌫㌧鋤法
　レかレ／係力賜冗わぐ一（z十群ふw爪⑭ZPR）の免づ（擁制

　でllホさ記の畜糾を倉？敗集’蒙多・裡宿⊇ヒぱ不訂能マ・1掃。

　　伎ザっズ製修的r∂㍗タレ1又昧σ、あ㌶動堂式Y

　茸り《弓て画’・rろレκ集停玄ρv・1睡じ鳥われろ．

　　翻ズマ1・♂，貌ン7一后イ∂・髪ど．し／こ）2’下ゐ」’3、r確

　え方～・鳥うF潔を1度め⊇・、ろ．

　　　wpc－Czいンふ・Y疏しω乙ノノ～）の・〒り∪ス賃ほ、

　　エMβyス梧の〒㌧9を耳妊前ミていご．　収集

　　デニ9♂孝③菱重1工、

　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　ロ　　　　　　　　　　ぐ
　　　　ωβ1’づ『ア〈‘圃帆・〈ユノA才君れ％ム’ソこプ勺

　　　　　～砿4ぴ二　・3・吻ヅ万7’・在Ωノぼ㌔～〆五

　　　　吟尋一己庖・ヂzぬヅ琢軌・ゲ晶砲

　　ア正杉」’毛プ／し．’ε：才3ρ

ぢ　プ勾収屡に’ラもパ況阜

　（o踊『夕’罵．イ巴の？ク・・ノト・㊧）こカメうテ㌧ソ

　但）首痢君ξ℃音枠墜’こ7蕎5］・7・・τ’万7／2後♂

　9，言篇，㌶㌘㌫㌫5、，，〆〆％ぱぷア助

　（6ノ顧嵯・巴ρ湖記硫痘・σ・う噸、〔のあ疹渠仁硫カメ弓薯．
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サプズトームに伴うオーロラ×線／ψ一ズトとその関連現象

λ・壬正弘（山梨医丈）、藤井良一（i極地石り，珂野毅（理研）

　　　1q82剤2自2旧用知射粧障下の梅域舶お劃した十七措・て短
リ放弍さdtた　B5－24大妃i球は、レ州レ7　i劉点を横切ったのか、あるいは加h≦｝e此倉

ライト中に、△Hが・1000価Tを1超える量憂箸毛のかの左・ちζかで・あ3と考え5此3。　そ

なサプストー∠｛に数回濫邑した。　その闇、

塔載さ血たX纏茅1史器’は最大フラ・ソクスで・、

～400＞くB《年に童す∂才一ロラX線バース
トを含あ、数回のパースト頚像を言磁し右。

二れらに対応しτ鈍磁気膚！分ノUL下波動、

CNA等杖±＜愛動廉四穆照）。
　　　「きe金豪±山た万更X線バーストは25keV　フ｝「〈ず単た。

払上の高工知レギー電子の…叡を示碗のぜ）効ヒ酢した．

が、大きく令1†て、その丘七上りに2っのタ
イフ゜があ3。　一つは1！分以，内の急、姶型で・、

他は数命あ人上かか3毛ので・1あ3。　前者は、

9蒔間のレペルフ力卜中に6倒（図1の矢
εP）　あり、　嫌白ξ障絢Lさ「幽】食王昆亀r乙して、

搬∂ニヒが’出来3だ3う。　っ尋り．㊥各

のど吟；かに応b、z、関直ヨ臭象の貝，掛けの養

動は異ってく3台3うム　ニのづら合、r気壬摯の

，ドリフト速戻1ま編融来3が、吃の伝置は大

きく関与δる。　気蝿t㌫着緒、基弛から面

南匝のオ向は蜘～loo酬時の速±ご論
れ桧ので、、［痔間の経i亀∠乙毛にL一値は位し、

　　　　　　　又；糠高震も時闇とともに、

　　　二久らφ二とε青慮して、本講瀕では

1△矛防程雇の時閣禽解能で・、関毒窺象と嵩漉

電…ん梓下との1緩がつ含乞、緑一的1＝β鞭す3

2乙ε試叶る。

　　8∀㎝Ax十A▼8

一

・

▼

ULFH

CN臼

UNIuε．5nL　T［HE

図1
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EXO5－C8二よ5極］咳電緬層電子密度の観測

　　　　　　　　　　　　　　　　嵩楡8剤↑）霧部重＋f）痴彊三2）犬豪竃1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）柴北穴学・理学都、　力宇宙料学研突所

はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　よって宮ざたるが、二σじヒによって蜘
　　ε×0∫一◇衛星は／984字2月／4θ、藏蓮で2分8秒」肇位でのぎめの二まかい融情†画

傾斜角75・の準極鞭1二援入され5．撚々ぱが可能ヒ㍑っている。電子磨度の観測のたあ
この衛星にインヒ9－9’ンス・フ゜〔］一フ“（Nε工）　｛コ才以千：《の檬イ8〔1くっか〈ク）ラ基本的観測毛一ド

を堵敷してあリ．渇震30〃㎞か；／000匂η②　左看えう二とが力来3。
電子嘉蔑計》則圭イ了う．　ε〉〈OS－CでrまK∫0で　（イ）グ・ロ＿パ1レモード：L－’δτ／己た’こより8・

の受信の他、昭和基挺、ε5MN圧での受借　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秒の分解解で．極威玉含む含地殊的な電子
名行うので、極域電編の翻にカたる系統　磨度の分搾玉計測す3。

的観刻が行えろ¢のと鋤寺ゴ九る。ジでほ（口）令i暢紐毛一ド：H一ぱ旭たでの掃引討測に

ζ羅巖螺警栞爆4；譜竺2耀鱒麟㌘1二紘3繍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　い）ゑ覆ゆちぎ計測モード：㌢又テムσ固定

粥度：’鷺εエ・概　　　　殿散｛ゴ謝煮1が峰で、／刀〃、行
　　εメ0≦毛麟州εエは／00焔泥崩　の疏酸動励の働力河能であう．
の掃引信号左2・肋φメ47・物乙の用樹く加

一 フ“に印加して、その菌毅敬特性より電弓衷盤

鰭搦i諜嬬：㌫齢難。嚇鍛謬露縫㍊襟繋
フ6〆フローフ1切融、フリアンプ都a〆τFレ乙ll　3．穆域編つ観測仁あたっては、

段畜含みデータ処聯かξガる　二のうす楊前述3ケ所の峻借奏τのデータ取得まペース

引儲艇都1卿41・繍頭3惑野雰に働糠り嚇細靹嬬淺しつつ長糊、
マ柄ンヂ（PPS）と輔の腋乾ンセ寸脚の劫細桔0θ運俳嫡泣ててゆく
イず一からの4力方爾uて拾り、ZたτF揚ピ苧が垢3。εXOS℃⑳運明期間仁ぱMA　P
随肋変峻、ディプタ1レデー9処裡穿玉含⑳優測として2ζ唆，26次の南極0ケプト観
むデー7処埋部もP肪㌢ズテムピの咲胡仁ぢ刻毛突行さ右、）れちの紡衆ピも相峻って、

ってい3．　　　　　　　　　　　　　　極司電硫屑の新たな融’1威果を期待レてい5．

Nε工f二よ21　二’と　⑳

　εメ05－（し衛星1二よ3観測〃）Kさβ輪（は

その目的／二庇じて．衛星・の観5則モード芭輔
ヱ’ゴ†画的｛二殼患幼釆3）とであう．二の運

用は衛星のオづ㍗イーイズじ’コマンド（0（のに

　　　　　　　　　　i講

　　　　　　　　　　iU

　　　　物図　　　癌叢

LC　CAL

、
　、
　　、
　　　、　　　　、　　　　、　　　　　、　　　　　　、

PROBE　A

65lt　ANT，

、
　、
　、　　、　　　、

己

一　一一“・一　一一　←　〔一‘

、
　、

、
、

　、　　、

PPS＆Nεl
CONTROL
S｜G．GENε

：
1
；
1

PROBε
CHANGE PREAMP

｜
1

CON†ROL
　LOGIC

：
1
　　PRO8E　BL－一　←　＿　一　一”　　一　一　、　一　一　一　’　←　⊥　■　一　一　・

一、　『’
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ExB型イオン負量工ネ1しギL楠］器の閑殆

全1帷更1， 賀谷信幸㌧　侮齢典2，加1元κ一3．麟治弥1
（仁オ申戸×工，　Z：を宙石6，　3；電ラ皮所）

欝電型エネ1しギー飾器涯・B型鰻分本猶量飾器の剃回競莞瞼は麟働
祈器X組給わ也た戸工MS（臨十玩　　｝『に穿箇鼎棲研惇所の粒各計劉器較正装置L

昨＄5声㎞ぱ・）は欧米の衛星聞繊こ願しz行勧脈・⑭線・N∫，ぱの
れた臭績も肩リ、二亀収束型填量分荊麗〉し　両粒子は9k司rまでの准意のエネルギー’こお

て有ねであゐ。レひし従来の同権の！分ポ「器でいて十・分に・分甦1竺れ、二れは、この匠メIB湯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ε毛デ／し化しτ計嗜した紹呆乙検出薯…の中心1紅ネノしギー噛駐候蝋楡1秘醐、
1っの1粗子スペクト1しん得ゐのに蒔悶がかか・において一致した．・分析！器の中心互画らない

リ、ま1三ピッチ角の須」恒宅ロケットのスピン粒ろ一の軌道」こっいZは、その電場・磁場の・分

ヒ辰らざる五んない状態そあ．1三，　　　　布が糠仁乱れている乙産えられゐので、・今

講蟹；㌃鵠躍璽露纏罐2ζ慧濃籠淵蘂潟議
あるのτ．暗齢解能E伺上さ也る二じが最乞探フてりく予にである。

侮』縣件民れ・・ゐ。
　ここぞは、検幽器にト1cp（怜εro（加m司　　最後｝二、本実鹸ヒ不司欠な図乙F乙その周

Ploじセ）｛三用いてi紅るr像五二）欠元三肉仁犯握する辺装置乞お・貸し頂いた国立綱貢所乙、肩

こ乙で時閲分解能E向上工也る工いう寿痴に益な助言を頑し、た宇這研の伊藤冨造故授，平

基が、、巨、新しいiExB型噴量繍器の概要尾力P蹴寝に謝意L表し工う。
亡、その試昨器の基本的特壮」二つ、㊦て述べる。

　今回の質量分新器ぱ、図一川二示すように

40mmの間隔で中le磁界がユk〈初平行磁湯
’ム組音髄中心半径7伽mの円筒型静電湯
が垂直に重畳しにちのであゐ。磁湯の間隔は

固更であるが、円筒型縛電場の間卵は働睡乞

交換寸る二どで自由に蓮i〔るよラになっZお

リ、今回は20かmそ里簸を行なクた。

　分ガ「器の開き角1さ32了剤蘇の右のよリノト

型肥されておリ、ま巨100評から20』eγの広

い刎疋工ネルギー艶囲L措っZいる。
　入射粒手はEメBの食畳場の力狸〔1〕て、

その復量乙エネ／しギ’一仁斥じてRオ向のイ正置

が、入射ピッ今角に六…じてるオ向のイ立置バを

kそれ弐日乙さ」しるが、鮎器1二Reslsw之一

罐練竺窪環躍ご警齢‘
能乞向上させていゐ。

MCP

Z Ma　net

／

…
…
：
…

…
R

E［ectrode

図叫匠xB型分桁器の鯉L

11



12
南極ロケット搭載型インピーダンスプローブ法と磁気圏電離圏擾乱の関係

渡辺勇三 宇宙科学研究所

　　インピーダンスプローブなどの計測結果を用いた「オーロラ粒子流入に伴う極域

電離層電子密度の変化」　（平択・極地研）の研究報告によるとオーロラ降下粒子に伴

って、つまり、オーロラ輝度に応じて電離層電子密度の高度分布が変化することが確
められているが、この時に』ケット及びプローブ系のポテンシァルも関連性のある変

化をしていることが判ってきた。
　　インピーダンスプローブのセンサーはプリアンプの中の容量ブリッジの一端に接

続されておりDC的にフローティングになっているので電離層プラズマ中に浸される
といわゆるスペースポテンシァル（プラズマポテンシァル）と呼ばれる電位に沈んで

定常状態となる。　この場合にプローブ周辺に形成されるイナンシースの厚さは通常

領域のデバイ長に比例することがシース理論や実験的検証によって明らかとなってい
る。　インピーダンスプローブで測定するプラズマ中のプローブの等価容量値の低周

波数領域での測定値は上述のシースの等価容量値となるのでプローブの形状寸法を考

慮に入れて等価的なシース厚を求めることができる。　このシース厚は中低緯度でア

クティブ実験のない時にはほとんど同じ理論曲線上に乗るような電子密度依存性を持

つのでこの特性を利用して逆にシース容量値から電子密度の値を出すことも試みられ

ている。　ところがプローブは空間に孤立して浮かんでいるのではなくてロケットの

壁面から展張しているので実はロケットの周辺のシースにその一部分つまり根元のと

ころを浸さざるを得ないような状況になっている。プロープ自身及びロケットの電位

が変化してロケットシース厚が増減すればインビーダンスプローブで測定しているシ

ー ス容量値にもその効果が反映されることになる。

　　今までの南極観測ロケットのうちS－310JA－3号機、5号機、及び、6号
機（三機とも東北大学・大家研担当）のシース特性の解析によると時間的空間的にか

なり克明にナーロラ降下電子による帯電効果が現われている。　三機のシース特性と

Kpなどが正しい対応をする事、それぞれの時間的な徹細変化が降下電子フラックス

と良い関連性を示す事、また、衝突のために降下電子が少なくなるE層高度では三機

とも中低緯度とよく似たシース特性（バイアス特性）となることがわかった。　引き

続いて行なわれる第25次～26次の南極ロケットに搭載されるインピーダンスプロ
ー ブも全く同一の方式、特性のものであるので同様の解析を試みることによってより

詳細なロケットープローブ系の帯電現象が調べられる。　また同じ時期にフライトが

予定されている準極軌道衛星EXOS－Cにも同一方式のインピーダンスプローブが
搭載されているので極域で時間的空間的に激しく変動する帯電現象が観測される。

実験時間が同じ頃のデータを見ることが出来れば両者の解析から立体的な議論の展開

が期待される．　さらにKSCにおけるロケット実験によって中低緯度での同時期の

シース特性がやはりEXOS－Cと協同して測定されることになればよリ詳細な知見
を得ることができる。

　　今後はどのようなエネルギー帯の降下電子と最も相関が深いか、又、時間的なレ

スポンス特性はどのようであるかなどの細目に渡って調べていくことになるが、上述
のようにインピーダンス法を用いることによって極域擾乱現象を最も単純明解な原．理

で時々刻々克明に調べることを統けて更に進んだ研究段階に到れば、種々の地球規模

の擾乱現象との関係などを捉える手掛かりが得られると思われる。

12
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径薩脇締燕胞わ魂度介れフ測辺
　　　　　／左1‖永一　（電販函）
巌本巌．・森　弘隆　1観古研）’・ト）d　忽彦　（量殴禰乎徽〕

　　戎㌘・批z6叉隊祠種ロケツド了熱鋤巴ン研1用1て・二cD今布周教が一ら・こ

わ逮勃・剰定を行フ・西堤宰ビてバ酬雛モテ暗mT“て元・ゆ勧渇ら
石　二η測定額凹・林ぴ、（髄・・プリしろ，恒・）提穿マ丁ゲ打器∠しτ僻取

ヲ奴・（汗し相対的煙動し7・・つ砺見型・・今狗駝戸3ぢのCEMバ、てぺ
た熱的イ．才ンの三叉砲タな速度ゲ汗閲数乞静元」）顧到・㌢予定【Tuそ・

庖型工和で一恒喘臼，て測定商、
砲式で，∫融嬬物姑涜揚ク、噛微〈．・ヲ《・・　○・剥克づ・訂題忘κ一・π述べろ、

てのEメBドリフト蓮度ぽ灘速度（づわの）円．ジス》影響

溺橡・醤弼・で一ゲぱ履硫ハ　ブ・フヌ・砕で助パ噛’ザぱ横帯
らいアぽ度描暫る・μ同能て・ある雇して別口㌧トで．翠・淀ミ靖㍍・の
。ス功和闇数から感仲：轟度媒均τえ、レギー，穗・噛芦／がパパ。　しが
靖パ・・緬的る観剣・」、τ湿康異剤生しパ緬噸刻鋤・ら碓定て○う、　づ，
ドつllてま模臥でミろ司能性バある，　；の　シー《F斜♪Fλ射しτ粒3σそノ戊敬遁が釦

肪看観到デーク・酬噺願’躍葉しか勧τ＼稀「躍ル視野角σば・・ギー嫡惟
ろ7アラテ㌧サツプに」る叡漫1カらぎの剰定結互痔っ◇　ゴ）忘応デ’一ク解斬の蒔ド秀魚し

果の緕祈F肩用る惰｛鞍とるろ。　即ち修層波なくTlTる5緬い
戒勤・溺在z咀湯の姦ミノ）〔親PPその時パ皇（z），ウエうクの影響

雇翼ろ佐の存在などぽ鋼味のあ5蕊マ”あろ。　　ロケツトのウτイク内ノ）プフズマほ周溺のフ‘

二の報等で蒔測定力宏の原理を・わい・巫’べろ。ラ戸てZ性填ブ翼．て1磁刀デ1そ二での測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定日自然て汀る心・　従．てウェづクの影勾⇔

　　刷研バろフつηド　ハ・直接観払6半ズじ㌧鋤劇定1捌1・謝町3ヅ鋤
測の例汀z川斥ビ勿ぐ汀行1・、　断のろ宏の　あ〉知

一 フとして4τ衛間・搭叡⑪1同才ン弍リ
ブトメー7の権1・物奔パプクスマ中旦運動ア　　　ニの唆1定力．茨Kよう観刻例・丁教例が’報告

ろ湯合F玖来さウエイクを剰吊丁うろヨグあう．ミ旧了Dるの誹了’あうが∫ドリフト違度の1セ

・のろ法ぽ人工衛居を使う揚合FIJ運わグイ　につπン湯雇↑ロケパ電位などの値ぱ逸度φ

わの熱鎮1・ロペて充摺・②で敢ガであ布麟舶任が勘ら身ほ等禦蜘・属ろヨで
うが，ロケヅトの易冷1・ほ二の条件が成立セ　あろ・

のづ才ン穿度今布関数が得らikう，　《．ス　　　～‘v。口　　　（覗・rGだれM・・川h，ノ。わ〃御
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δ」／OJ月一／7考教く褒測乏れち依閥液竃弓餓セρらぎ昂C超暢

Lつ娼ゑ幽触肇謀」くつ＼へく

　　森多久蔭，佐η永／，・」・η走多ζ竃夜研〉，・」司縦（京ぺ）、ム岸久雄（権繊♪

　　オ’ロラ編牛1パ」微否電鴻や憐下克援（40H3付近の双ぴ正玖液状♂液助パ巌』刻

茄恕隔右レ／鞄の鮒㏄噸バ励起乏・纏さ1／ピ鞭］デー郷じ品　鯉θ・砿搬糊バ
い状睦ヒあゐべ，これらの波動バ不主亀蔽閥瞭1（液定k’きば∀・たり踊ク真の周徒漫£
すゐと、液動一彪弓細動乍困に」つて裏拳祇柔1り力こい3困難てあ．r乙バ，液動｝」哀庖ロ

才んの丞生や加熱ぼど：バ生し’ 、2り領域φダィ　らぎε伴・・，オの周磁数スぷノブいWO草色性、

ナミ。似綱抽＼ク葦響敏ぼす沽・鵠もし杣膓わ梅動パン恒ク叶・・
之られる．　　　　　　　　　　　　　　周漬数帯1パらクンもがら、脅妬乃才ン寸イク
　丘菅の※動艇縁巨関してぱ、これ㍊ぞに⑰　ロト日ン液ピ推定されくいゐ．尿々｜まンつ液

ケ。卜脚一垣レダ等国碍い鯉d隼コの噸凪1噺しぐ調ミ妊別三今回，
カV行われ，そ⑳経生機播ヒ閥イゐ研亮℃遮ん最犬エンFロピー娠ヒ」ろ※駒の周液搬医

で・・鋤く、更K峰1潤栢騨撫」前ぷの鰍汀，が験・肪ぎ日c趣馳銅互
β3〆・」β型日ケ，国高飽・・kM戒欄解従／丁。巨，
エレニ逐寸θφぞ，これら｛てざゐ⑳・］データ・」　下図IJ、柑ゑ相褐解杭紬果の～肉ぞある．

綾鰍課・・滅姻53／四か7号徴触璃ロケ叶下漸の誠銀／吐
に」。で逐劉さMた数てOH乏の演動に閲イれ付五て麹1］§Kた〆，5一菊梱9漢婁ゆ・㌧ξ（

碕帳醐羅果1くつ・・て鷲したい．　アW己〉ぽこ⑯赦月εF4）の淘残筋

㍊㌶熟欝・霊誤含鍵オ摘勿，曜漂漂6禦；忽讐鷲霊
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　　z∠3ぞ，〈プ／才多一ド8（63〃53
・・幻クラスの啄徳蟹（4・砿…亡hやke〕

1才権一影勧ヤ允峰核り鋤重励起ン亨♂一可能ノ性が1

吻り・えの場▲，互丈弛電碗角後ぞ也多磁場

のノ分布耳後雀iO変柘が多じろぐWル考iしられ．

ろ（図鵬）。そくそ也鎌ψ吻塀毒街星陥65AT

のデー9かラ殊駆灸解者も竹パ彦た纏｛
ノケ湧の協なド1≧70）の袖％につ・）7これ・㌢　　α．

舛ばジξろ（zを試毒F（。

　例知ゴ、／780年2目⊇3βつ地雲（碑藪方概

牌、2）の議後ぞ培予磁傷擾乱の」○、・日につ

、戸Z6姻廷・係駁亙拒めたピこ3図．2一μ、ムり

輻うに后っ屯。角日ぞ磁場毒孔～綱老雇丘巴

われ各が、bのカが委化…i宇が宍主、）よう7’あ

る。

　しがレ、ての鮎裂舌ウがらで感ムか5bの　　b．

変化が何に丁フマ起っ壬のかを砧論プするこ

ピ時で窒な・）・更に％〈リデ㌧タにつ・）マ枝

討主4行・））髭粟屯瀦煮す3．

　　　　　　　　　　地按内部耐規模変動紗也珠磁場の関係

　　　　　　　　　一MA6SATによる地球磁楊要λbの検出一
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アンドヤー日召和　同時観ラ則による昼間側VLF放射の共役性について

　　　　松ア孝“1峰久ぱ福西鰐精超夫“1
　　　　　｛け…電気通信大学ノ　伝｝…国立極地研究所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・H・　燗AY　WYA∫
1．　はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 30－

　1982年3日1日力’ら3月26日まで、2°ニ
ノルウェーのアシドヤと8翫和基培においてγ　10二

LF自然電溺の閑観測力W抽た．今回・・一一　‘一一．一ニーニー一…．

　　　　　　　　　　　　　　　ぶ　ヒ　ほ　　　　

2．解祈力法
　エミッラ。ンの絶消強度は、毛ニターチャ

ー ト紙上の各バンド弦度にヲ寸’するキャリデレ

ー ラヨンを用いて決定．し、磁タLテ’つ97イド

バンド記鋤’ら作成し知岬一スペクトルを
ネ甫正し比）較しプ三。

1ぷこ融酬、酬球個時にELFヒス鵠’SY㎝ぷ㎞
ヤコー・ラス、αPなど’の現象ガeでてし、る〔目1間　

一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ　　蹴・パワースペクトル・比㌫・た・ 三端幽端幽幽ぬ麟幽幽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．0－一

3．解祈結果
　1）南半秀巨（日召和基地）イ則σフエミツシヨ71ま

条勺lkHz》之千ノご’受イ参ざれることカぐて多～、、カぐ、

フしキ尿（アンドヤ）イ則・ぞは2kH五前・後まで

受イきされることカ∨多）、　。図1（久）はこうしプ三イ列

でのチー十スペクトラムを示す。また図1（の

は10分閤平均のパワzの比」較を示す。

　2）上記ど閲連してlkH3以上の北半痢則
の受イ§ヲ象度1ま南半球側②糸うjoイ書マ“ある。’

kHz以rFlこ戊vい了1ま、芹1…芋王求イ負吐ゐぐζ皇いカ’ご、

戊ヒ半紘乙イ則力v貌くなることレある。

　3）3Rl8Elの9時から10時）Tにおい
ては、両半球とも∬こ最フに了禽度周演数．ガご、条92

．2kHzであッた．昭和基地で、長時間に

わたり2kHz付近まで豆桔でさた・例はめず
らしく　、多争1か月の観測期間に2・倒麓見測ミ1K

≠ヒだ1ナーτ》あ｛多　。

午，まとめ

　’977年7目21↑日がらぞRl8日まてい
のアイスランドのフサヘルと8召禾コ基把の同時

1000　　　　　　　　　　　　　　　　1010　　　　　　　　　　　　　　　　　＄020

　　　　　　　　　　　　　　　　　　口
図1（の　アンドヤー昭和で同時に観測された

　　　VLFエミッションσ｝チーtスペクト

　　　ラムの一イ列（198‘2年3目9B、

　　　1000－1020UT）

W／m2Hz
1000－1010　UT

W／m2Hz

O 1 2 3kHz

1010－1020　UT

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　1　　2　　3kHz

観測の純果x額似点鰐・②で、磁力纏窃形図陶酬ωと同じ日司・分聞千均の’f
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワースペクトラムの比較の違い等の季節変イb只外の原因かご、パワース

ペクトルのr昨対称メ生に重要と毘』われる。
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Periodic　VLF　emissionの共役性について

小島年春＊，山岸久雄ヒ干，福西浩；・．芳野超夫＊

　　＊：電気通信大学　v：国立極地研究所

　極域では様々のVLF波動現象が観測されるが、中

でもPeriodic　emission　とは、数砂
周期で放射が規則正しく繰り返される現象のことを指
す。これはホイッスラー一モード波が磁気圏内を往復伝

播する為に発生する現象と解釈されている。従って、

Periodic　emissionの繰り返し周期
は、ホイッスラーモード波が磁気圏内を往復するのに

要する時間であると原則的には考えられる。

　極地研究所が1982年3月に行った南極昭和基地
とノルウエー国アンドヤでの南北同時観測時に観測さ

れたPeriodic　emissionに関しては
前1司（1983年10月）の学会で、地方時が朝から
昼に移行するにつれ、その繰り返し周期が長くなる傾

向が見られること等を報告した。

　今1〔了！は更に、開確な周期性が見られない、．一・殼的な

VLド放対に関し、両㌣球間での観渕結果の比較を行

ったところ、図ユに見られる様にVLF放射が両半球
間で交亙に出現し、波の往復運動が示唆される例が多

く見っかった。

　図2は、この様に周期性が明捕でないVI．，ド放射に

対し．両半球間における放射検波強度の周期分析を行

った例である。上段はノルウエー国アンドヤ、中段は

南極昭和基地についての結果である。』ド段は両半球間

での放射出現の位相関係であり、逆相となっているこ

とが判る。

　この様に、VI、ド放射の周期性が明確でない場合で
も、放射が両半球間で交互に出現するという・一般的傾

肯があることが確認された。

MRR。26，1982
TIME：1tlHo【』H20s〔UT〕
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図2　一般的VI、F放射の周期分析例
日パ放阻検汲強度のパワースペクトル（アンドヤ）

（中）放射検波強度のパワースペクヘル（昭和基地）

〈ド）両半球間でのノ立埋羊
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　　　　　Rαγ亡rαc・ほ」に☆晶気2納εL在λの伝播特性
　　　　　　　　　　捻151δ人エ衛星観刺

　　　　ム岸　久椎、　福西培（困1撒極兜禰舟ケ）
　　　　鐙布。光義、　」・畠　与春、　芽腎杜夫く電気通借渇）

　磁気囲ホ遂面幻近で鳥生ぷ極吹ム空ぺ伝　ζユ）　鵠戚夏，江のま熱にあた参猿い三真面才

制ぱげ帯電磁棚ζ丘げ・ス）のイ云向曇瀕の元飼電纏嚇在司注質∋。
播摘性重弼べ5ゑ吐桓ノ亡ぬCeを亮看勧　ω　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζηの鵠碗のR仇γに摩｛しζ．酷蒔吊ら
に行・丘。計矯に用いεプログラム醸ジ若元　護左力・づ才角ぺ角ヴられた匁轟分の且面ぽ，

賑7宅甑巴プロゲラム（富獅匁学、桔弓・斯庫50ρρk甑以下の亘4電ケ寝庫勾配によ

矯庫）竜藻磨℃3ぶ　矯に廟翻烏咋（畠恥ジ，倍直力司1つ悟芝れ．複時き累、波面メ
主イ虜鉱旗経王での皮衙索向角♪乞翻ガく宏向〆転東之娯訪効早が覆れフc騒イ左下）。

牝撒巳、多量の鼠企パ以ロ旨わ二紘にη．㈲　勘底1臼・θF域昧下㌘ぽ波聞あ笥が屡

磁久鰯内㍗旺時口の官間タぴ喜面方麟角苫趣プ仔ツがみく肪バれ功Rつ
角命φを事薦ムしピ丘扉察じし㌔吃時ξ岸　に？パて12，寝面オ向角が磁夫ヌ3ぷ乙矛

ア牝∩ゑが所らカ’どなった。　　　　　　　ILギー4蕗犠才向肉ば獄少ヲ2イ嗅司が向ソ（図

σ）斥免ノが鞭確ぎ・師’う｜しつれパ麹オ　ρゑηパ婦課Rツ戸歓が重看ソ合い
師才糟㎡省ら’酷ψつうと咳コー般巧埠舟が　漉φエネ1レギーの紅東力・修在6（図3力壬）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハあい吃の禽果．人聾分の㌫ノの波面｛よ纏（幻　瀦詞．為度］臼。o』犀丁の蝿戚で
憲オ冶ら凌宏・か｝側のR鳴剛二吸い亭せうれり　卓束惚ピ仁波，（Z、磁賜ヒ的之ぴの角友亀5フ

（図仁磁疲Σ）、劾期蕩面毒角がぺ六生く屯てあ緒度刷＾恒播プム。止。《愛離雇ひ鰻禰］

昨素向へ向いてい59ぴγにフい引ぷ姥扉ぶ　亡れ姦：鼠の、董・直面Lの波吉佼置d、主ピし

L・劇の芦嶋角ぺ庭い寄尼られ鵬（固望、嬢　て　ナリ向倒のし誌dlピ看〉．

寅江）。両膚℃断＃叫角が姥碑扉坊じ直卿こ　　こピら数値㍉幕多‘畢ξ録了左プ3寝ψが口

奪〉あぷでLH苦農射妻れジ。　　　　　　zβ笥昆レL戸槻汲惜果に毅止てれて㌧パ．

　　　　　　　自日G｛K．B〕　　　　　　　　賠￥自WG｛王　　　　　 囹V．L臼丁肝R臼Y
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　　151∫衛屋蕉び，地工（rッ7≡レン）昭知基地）司日4観剰巨よ弓

　　VLF放射の南ゴム芙役性

　　　　冷久如廻）．　ム序　久雄の，楕面　揚④ノ膓野超夫山
　　　　　（り…　へ亀ノ気通イ多犬学　　　ノ　　（2）・…｝固立オ垂づ醐戊ζ所

ノ　1守じあに

従来のVLF放脈役搬1）（昭知一アイス　Ge°magnetic　C°°「dinate（1βnF75・。・2・）

ランド，／タク7；昭4ロー矢・グレン（ノルうテ），

ノ9放）3目｛多40←→一アン　ド／マ　（ノノレ1ラェーノ　ノ　／982）　1こ

抽ば鰯1時5ず醐1のよう1・北械側
ぞ1さ2聞3肩近まだの放射ガ～ナξ右ろの仁比
〔ノ南半嫌1）で1含lk据以下の放射がみタ糸

ろ場合ガ劣くノ両観須ハ互は磁気緯度’rは1き1雀“

同プ！τあるガ，γLF放鮒の観点力5は蕊ず
し主亮役点ではな・・ように寿え∫右ろ。そて

で日召4曝畑極助∬∬衛星のVLP観
須）五舟、ノ妬牛妖・τ）観劉されろVLF液射ヒ
最主逆・・放射擁酬さカろイ立菖を調べた。

2，鰍許
　ノ惣年2づ月の昭㌘崖地，キ。η㌦ン、地∨

LF観蜘屋りバノ昭知基地丁』受傷ざ軌た］∫工3

緯ア屋のVL．F二観須1｝デ’－7のズ／vクトルを膓†簿

樵・τ処鍾ε4アい比較封ちた．

3、結果
　／ハ80年z月26日のrs1S一ノの軌｝旦はF～》2

1こ示寸ヒうりで，軌逼工の各上んぽCに対応

すろスペ7トルが間3であろ．この軌蓮に

拾いコ衛段翫唯緯酬（A）のヒき1繍
屋の《〔外／レ川／しれ一の《ぺ7ト1レじ

Fi3ユ船o年z月26θ巨・v、M鱈3ク7の軌蓮

lSIS－1REV．NO．45377

周楳にメ3κ昭付泣ガ弦く彩朗1・巨似ノその後　1u．8

衝塚ガ縁籟蜘へ擁舛ろ（β．〉）につ牝
てlkθ2以、助　　　　AU。．。，977
周波数では弱く　胡。一・・。“　　　1・・一。

なり，昭夕差也　、　鋼　1　記8㌫

に垂・、ヌパフ1一

顎1卵ぷ　蹴族品
　　　　　　　：＿。。．　　°＿．＿

　　　　　　　i：　蹴1　鋼

　Figl
南始牢球のVLF

放射鱈外ノレ
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lSlS衛星のスピン色利用した／／LF放射到来方向の決定

　　　　鈴木光義D，山岸嬢2㌧融ヲピ，婚顕）
　　　　　　（D一電気通信大学　，（2）一国立極堀厨免所

　南極昭和基地上空で受信さ敦る∫δ∬S衛星　　こ負を／976年／o月か；1979年／ユ閂まで
のVLF放身擁見別データには，　いぎいボ衛星　にISIs一ユ（喜1度砕ook岨）て“受信こカた付軟

のμスピン周期の放射強度動働渇られる．勤の極域ELF仁ス放射ヒ適用・た。現象
・和ま図11示（れるように．磁場・打し肩が長時間続くものに関しマは2分毎に畏ベワ

眼な角θ桔。て入射行ホィスラー波の楕トルの方縮家め，そ・λ射角・分布鯉3．
円電界偏波面を，8の宇特性の指向性挑・磁場・・垂直な面⑰オ位角の分布五図伯・示
VLF受信用ダイボールアンテナゲ横切．て　しち。カイ立角にはぢょうど／80・のあ・｝まい

回転寸るこヒに起因す3。　　　　　　　　　ごが’あリ，絶対方匂はおか；な・）。二れ乞見

　そこで，図ユに示録5に衛星。磁場1づ寸る・入射角は3・°－8・°に分奔し，6。噺近に

するスピン位相乙ダイホ゜－hノ了ンテナのnuU　ピークを¢っ　ている。　また、方位角は嵐気司

力向の位相関係，皮仇n山の：粟さ乏解析イな子午面・氾う才向ヒ4く分布している。

る・とi。より衛屋位麗r・・VLF放射の偏寝　適当劇朽メータ芝与∠、し訂。磁気赤

X能をタ・3・しがマ巴また．媒質の屈新幸道ゴ兆生したLskH、つ波で㌧石殺手午面内

も仮定することによりVLF放射ろ・良〔クト　の二友元レイトレースをZ了った紹r果「1司じ高

ル2…書雀定することが’で’きる、　　　　　　　　度で’このよ5な入弁『角・分布が得ら名マ、、る。

　　　　　　　　　　　疋瓢

図ユ、楕月偏波面ヒスピン軸の関係
　　（レLF7ンテアはスヒ゜ン軸に垂直）

　　　　　　　　　　　ρ＝α／カ

VLF

AGC

GA●Y

0

B

　ogo
図3、ELFヒ入の良〔・クト1レ入身寸角・分¶

　　　　　Magnetic　South
　　　　　　　　　5

E一 一W

⑨L放嫡界。受イ議霞化（戊，誠。　　　　‘
　　VLF了ンラプ抽齢・変化（下）・聞f薫　図＋ELFヒス輪ペワト防仕角分布
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極域ELFヒ《ドフ・、て

　　　　　　　恩藤丸実、㌣不「義勝、濃辺戎ロ日、村⊥4り老（彪」錨苛り

　越君城ゼUボば観翔W“しド・スは、堵嚇穣癖η心ηピ

礫蕉蒲持ぷ◎汲釦・廟了、杉磁ρ告タ槌加1て比磁知ち動

への碗・性、雛の鍵滴飾、磁光埠札Fヒス∋南蓮掌～・カマ！解斤

4課主艇すづ。・岨ドヒス｝㌻網高）わ柄漕・訓マ、極域顧甚

齢酷凱㌔は彦L難q。こ・・バ・～ポ已一ヰ魁，パイη叫ロン庵

夜1こsδ日．Fヒス弓う更叩才試叶／…、

21



22

　　　　　　　工∫工S衛星によrごて勧りさぷ「三才メガ’イ三号による

　　　　　　　　　　　　　ト1｝ガLド・エミッショこ／

　　　　　　　　　　　私瓦坂宕ド・ネネ寸簗根訂・山岩久雄支￥

　　　　　　　　　　　　　　　　斧京大・工　　努苧才岳地祈’究戸斤

　　ノ1レうエーのAえdra力’5送5☆吻たこ⑳酬娃鋤バス1・っ・てち／・、2k占Φ
πメガ’信笥によるASτ…とよ1ざれるトリクー　債号によ5やの仁っ・て｛痂バS』

ド・エミッン。ン｜祠ず1当の鯖b推報特〔A〕1品りト・スで叫・の僚き・ぱ蜘按・・
洗ガ明らかにされ（D’さうに｝リガ一ド・工　　緒痩にわF51・・スでも’71アー定ぜあ3・

ミ・ソシ㌔ン五励紅でセるトリず一液て’あるオ　〔β〕卜oスが’安な3（観渠り目・1輝ゲ』髪奪3）と

メガ拷ち倉身がドップラーシフトを責ヴマい　　　傾モほ尺スごと仁要なる。

坤からド・プラーシフ囲繊の緯鯵IL口・のザ柵和頗・臼・ス㍊1・8
麟齢銭姦塞銭縫㌣詳；梨　㌃㌘二篇，元二芦；㍑已襟

・エミツシ。ンの発生砲かゑ抽ひ，る　タが’〔舵孫足玩めワτ‘ざな・‥
磁気舌ミ］L上でのWw＜M・佃凶方向が笹衰し　なじの特傲グあ・ブられる。〔A〕で庄バた観判

軸たe）　　　　　　　　和パいガ㌧ド・エミ・，殖ン・雑枝
　工SIS葡亀ての方メが信号によるトリ方’τオ吟激る竃・泡ヒでの拡がりぽ大主いL才えタ

ー ド・エミッンヨンではトリず一叛グドッ7°・hさが’，こη広い植夙」・プノンダつト∫ズ搬で

ラーシフト芝受σて・1る手実り他にトリグー　1∫1≦高雇氷τ’伝搬しτ青たヒ葬L∫∧3．
ド・エミツシ3ノの弩廟噴イヒ卑（4協（幽∠εのこの場信，傾き左茨X）5うえで‘大せ存孕因と

が卿事一実て’あ董という特傷〔ゲsあ5。今oほ

こリイ霞きの特’注芝ヤペド報寺丁る。

　1ミ～コ［S・二δ：3トリ1グ’一ド”エミソソヨソ

θ）デ’－71舌’gF三｝竃τ、の六耳τ旬‘こ二20軌追〆劣

畜1亀芝帆Eが，モのス∧。？トラム序図iに示

訊寸Pく1【；∫er　9イフ◎、で’予フ：…～φ　図ユ1穗

ノ97ア宕’／β2㌢θ’：観碧Uさ甑「≡もので‘珍

3がr詳細にズ∧oク｝ルを」室爾べ’後ヒ，／ρ2土ノノ2

才えら蝋一乙・｝る磁『kl〒・直仁マ）・のフ゜ニラスごマノ3ぴ・

ジ・・イ。彫餅識発を微薮の硫rソが夫モ・、

と，ミ弼の値睦り伽も知とネL鵬舶り
Σ酬で’辞いレかレR久γ砺・1㌢“
ト｛1グード・エミッションが嵩助］寸Mた稗及

と磁瓢蒜違で∧トリが一波の違己可3拡グリ
ヒのP鼎1．乞調べ3ヒ、こり拡φ“ソ’ま上庄巧よ

うなよ費な拡がりしは～59ザ、比勃栂小±1、

㊥オXカ・斥号‘・よ3トリサ㌧ド・エミッら∋　纏1叛で発宝し1三膓夜が工∫工∫で⑳Uせ払たと

ソのス∧°クトヲ以の帰玉は楊‘樗及が愛1ヒレ　X乏SM書。

1も‘予げ一定弍あ3ζ　Lが㊨がる。

主　ISIS－ll　ReM4°°75　　1・…H・・榔

言　　　　　　　　　　　　　　　　（Dぬts・・’k｛w・・’泌勺・・‘弓
、冨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H◆ペト力凶」嶋代・a∫勘阜ふ

：　　　　　　　　　　　（。）㌫；三㍊㌫Pl㍊ρ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6牟地玲℃厳～｝7今3稔肴、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のR、A施〃；wd’：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　己φ、R．　v・』？2，’ヲ‘7．い／ノ

団4．　lq2k日竃の恭が4き号によ？て万ク冠丁∧ね｝w⊥ト’エミツ殉ソ
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　　　S－310JA－6ξ機じよって観元則ざれ「：VLFヒニス．o）羊を性二

　　　　　鍋罐・、田†義人、剤章，鎌叶朕
　　　　　　　　　　　　　（茄育ノ呈瓦学望電垣｛r晃声丁）

ラ・謬：禦漂整う蹴2：習6罐㌫ぱ闘ス謬
μμ得ぽk拠w或〆・ω〃力・よ・徽者山了・・｝・・、本逢齢1・その後ヲ
防刷い・堺灘切3。

え賠蹴L瞬㍑鱗：織゜襟織c鵠罐

　　　　　　　　．～7　／4ひ女！77θ．　発IJβテ問2／1∫一ζlo。しノア

60　　　　’00　　　　’40　　　　’ρ0

　　　　　　　キτ坤”｛垣時P司

34ρ タ20sεc

23



24

｝…娩算機デ～夕之用いた　EL戸一VLF放身d嫌の統訂結果

イ薇弘ぜ）劫妬り前沢潔苦）繊夏雄弟苦）
　　　　　　　　　　　縛）固立醐亮所　　　タ）ム形メ尊

　　ノアジ／年仔月より．紹和基勉でぱ電算機を

用い七アータ収葬賦おこぱわれてい3カぐ・こ

のシ又テムカ、らぱアソジタ」レテープのη多でデ

’ タボ得膓れ3たあ，展来用い5れてきた4

∨一レ，あ3い慮アプログデータ1こ対1マ，

直樟計簿綴玄瑠いて嫁理宏おこ妊うこ乙久て・

ヨ3Lぴク長所蕉あ3。
己集1描乞ミ乙ほく綴的1（穏寸人て・・3酌

よう慧統計解析五工こ慧う，

　　・）日褒危

　　2）扉後彪
　　3）与w
　　幻　Kpノ炬依存性

　　の　南丸芙役性

　　　　　　　　　　　　せ引（，データ　」工＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VLFデークソー又ぱ3劫，倍o，ぴ2κ，え㍑

で，．ケまで困趨であ・七，長期にわ七3嫌4κ，8κ，3のち6鰍．9¢κぬ2紗β鋤〆〃ぽデー

の疋量釣婿解祈え，極めて虐易1く任・た．

　目助

　　オ品ラ帯rて亮財狛雛衷のクプ
βこ一ラコーラ又ぱ痘聞〃夏期に、才一ロラに

又’コ冬銅の在磁すコで乙久古くカ、プ言わ

れてきk．し杁し、鵠／鋤（わセ／ζ，↓妖

夕ま．6秒閣駒き腹玄乙ソ，ざ3・に6昧少閲にわ

セ・て乎均川くむの玄致∂・単在已k．

こ⑳奴垣ぱ生爵）影響左玖りのでくたカの亡

ので才憲，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　晦1はWF倣¢権電暑飯に・フいて横軸
土※量均だ噺才みた梯ま得多れてい垣吟1（∪ア簾軸に月匁乙・て湊元・とφ（そのであ亙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これより，臼葉在乙1てぱ右ノζ噂の慶周　ノア8／年4月萩5／解3牟1月までの1年ほ
ケ月周のソ班ア㌧タ左用いて，趨吟て次のにピークがあソ，4斧助にな冬期（め6・7別

5
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ガこセの期闇（比へ明5痴て砥く勺・7いコこ

乙江わム3。　　戸勇2は生卿こフいて乎均
1たv頭・砲梅丘κP㎡ぴの1苓闇iてわイ（3

弦反しストグラムであ3．　　こ氷左旦3乙
杉泌相閲ぱ，震い斯関亡あ9亡のの単ピぞ

ラ乙ぱ苔い久たし・。　　　このこ乙慮，梅乙

ゾしFの月参の綱（ついでえ同じてあ・た．
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ε）し　uμ誕』とダ’クト・伝搬

荒未喬・弘前拷

認㍑響繊蝋鑑ぽr境増〉’、鴎麟㌶
・の諏討九戸磁潮抱る融Z〆』・戸婦、特・旺W嚇微・
蕩ゾ微％ル乙り関徐κっ・，z娘告する。

1．纏　　　　　　　　　雌無視して・・た。序徽力ゴ喉晦ノ輌
胸ッステUげ放射波ガ滅躯畑κ生助嘉齢砺よ磁イ叫算・蘇・秘政

じたダクトに柄捉三れてイ云搬すること湛を々　綱｛てW訪の楕造の推定．法ど問題互κっ・，

の観測や握諭的なノ研項．により明うカ＼になリブ　て違‘べろ。

フあそ）。　VLノ：Kよろダクトリ構遣の、研明，，rま　　2．診ナ　　ィ多ハl

Cκ・ucκLγ’）ピよソ5》κ4丘イ臓～の解力丁ガう調　　下図匹数イ直計算の例老亦、した．メ嚇菜は充来

べうw物後s・郷、Lちo・・醐汀鰍ヂの赫バ碕算線であ臓嫡紗献
うKより瑚琉こら噺でσ鋤線つ形概で・つ　々リ仏搬戸励増犯すろヒ兼励云搬時間・万並

臓〃・磁・抱・mノ吻字〃w，幽〆嫌励・一嫡雌酬z鋤・て・・る・
吻醐ク剛鮪る・・旅助坤て・曄線噛汲鮭擁｛副で別、ア場緋
Z）。　しガし尤釆グフZ）“プ〃／場の推雇…．に関1－z　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　叱ρピ幽ガ身純K比例杉ヂ，中茸瘍κおり

躍臓峨粥云卿砿転珂る痴拷速て躍嚇・よ殉鞄うア∠ノ》（琳き
竪繁㌶纏㌘溺2穏欝ピ晶隠竺㌘噺嬢と“ク擁罐
髪際にぽ群違康ノ・揚祈の関数τ・与えうれるこ　3．按i封

　lO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『こ↓／しう　り奈i…果1才充来の　ダ‘ク｝s寸フり推5…にフ　パ

、
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　　　　　　　　　　　　　　　　て碑猿鋤X要柱跡肪のτ、こ弥詳
　　　　　　　　　　　　　　　　麹な計算や解折葱行彦う曳暫グあソ，ηの充果

　　　　　　　　　　　　　　　　如何によっZは、ダク↓圧ガ握諭禰姉劇つ微
　　　　　　　　　　　　　　　　細構遣を解明可るうえτ・ず要有要閤Lかうで

　　　　　　　　　　　　　　　　あうう。

　　　　　　　　　　　　　　　　麹
　　　　　　　　　　　　　　　　／加拠侑〆灯㌦ノ1㌧殉・ン⇒胸ア㌦
　　　　　　　　　　　　　　　　箪．Pザ燐胤，月⌒工％／・ソ〃ブタσ魂〈ンタ∠〃

　　　　　　　　　　　　　　　　勾s・・物・lw卿醐・π・チワ噂ぴ匂頒テ訪％夙

　　　　　　　　　　　　　　　　ムコ弁輪ム声幽♪wム’1丁・6・・づ命己ち芦’

　　　　　　　　　　　　　　　　スイ　ダごノタづの

　　　　　　　　　　　　　　　　3）丁0蜴蝋、k泊卿W・〆丁ソ・ム、“α晒凌・訪0

　　　　　　　　　　　　　　　　4ムー』』門納・…滅ん㎡つ磁
　　　　　　　　　　　　　　　　．あ，以輪ノ〃ク〃1㌧e、ヱ，s亙」，　、〃づタr／gzo

　　　　　　　　　　　　　　　　碗粍頑吋姉〆〆及≠4汐戸・〆／
　　　　　　　　　　　　　　　　｛己励在娠ノ卿泌グム・・』σ繊；
　　　　　　　　　　　　　　　　丁4丁・戸，，3ぷノ／〆タプンクρ3θタクの

　　　　　　　　　　　　　　　　5＞嫌趨更“レLアダクド’戸嚇劇プラスヤ波吻κ閑殉

lO　20　30　40　50　60　70　80　90シ膓ホ゜ジウムリ”4♂一ナす（／タク8）

GEOMAGNETIC　LATITUDE　　｛DEGREE，
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地徽卿Kセ賓罐灘竃嬬繁くL

こレゾ》ηゲクて∂た，ミク稼木、ヌ・レ∂K、コ．

翻重奪㌘㌶篇霧誌
貿タ線グラ弔（財乏wクo雁蜘aム州zり南

饗畿驚纂慧霧ii

譲禦耀ii総i㌶㌫㌘

償吻《〃口4ゾぽ助ゾ度わ’汰
こ嚇レて＼・み．功ζノρ⇔施，！50地ム・フイ炉久つ

南醐z賜嚇・・こ〆ウ．腕り蜘媒疎灼
η賓力網蹄ザ㎏こ坤「蜘）・う・づ・プ砂1力

蒙徽㌘霧霧藁曾駕㌶③翌
宏“〔よく砺kム、う，！鋤咋ぽ劾相・異1箒

当②
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北欧北秘閲内に幻すうELF－VLF電施揚彦2騒絃果

鷲鎌田穆欠，㌔野己檀，槍楊」捉．ち声ほ庚彦．
　　（択　名多屋×彦婆電研冗殉）

　　疎緬こ引き絃さ，妬初5路蔑♂姑ア・旨揚昇彰1ヤ姻履嚢尺∫研纏♂調亙Σスウブデン

回キ∫け轍糾・エスレ・グ（6ク゜づ3ノ〆M之陶ン⇔辞ん’とレ．主と亡7物るZ士物以
1有の疋域にゴ∫ナ31畝彰髪虎の移室η劉定舌，蒙施こた．　⑳を砲θ1ま．／oo峻・プ90尾晦’こ邑

引鍛数銅ゼ⑳靱嚇スペクいゆ存ゼ、ワ皆競派㍗勧軽蓋縁臼と・・、碕
ぽ！ク0瘤ノこよ’ げ3ノイズレベ’レオ亡　ノ×ノ〇一ノ2W劔」〆z’H必の八゜ワーフラッタス㌢セfブあフた

健豪よ1｝受に憂培へ入・プマ剰之Σ営是Lた結案，　ごの詑域尺あ1ケるち危な臼～勢宮荻砂測

齢を’汀し・如恥う多大勧・なεLF一レ乙躍硬擾痴綿3、バ赫た。と，〉だ威’
でεLF－VL戸・φ長廟挺上麹蠕助を安詩ヲ3礫、幕£担り霧虎ψ失、分を・のった迦㌔髪旦レCヤ

・森ゴらラ・メづ一イ継’はほ…呼芳始鋤鋤屍雄…吻・星嬢甥た
　　　　　　　　　　従ラτ溺和ナ9与痩㌧ご、TTちと『’4ψ多綾期衝尾彦X〃∫一（「9デ’一ヲ動得のことき鍛生1み6
縁1よ芝参と泌引泊’ケ引司瞬殼担イを釣ゑ菅旋こ？い宍＼コたいLのτ・・ある．

　　湖彦蜜・綱壷κラぶ・瓜づ栖4厘ブ初期・調翻的・7〔鍼Wし夕と方え…㌔
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レ’ザ’一レーダー1くよる中層犬気の裸査（㌣eγ尾〃）

九州藤原玄夫・九州丈｝7理学管戸

　　牢層丈気襯トのためのレーザーレーダー　さぷて、1るのτ’．こ爪とレーザーレーダ’一≠旭

1さ．夕蜜力信レーザー今ヒハρルスど亨丁ち上げて．　測と、が’ヒ駁で芝ポγず面白日7㌣うう。　その芸昧

犬気中の衡し体かラの綬r撒乱光ε蔽の関で次に危7／・伊故乱ε剤肌た丈蜘醐の視
孜ヒして測庭すう遺隔標査三ステムで、衡しにっいても俄ポてあゴた‘㌦

体3印途滅路の眼収体∫欄す佛報ε得　殉／・’∀波乱噺硫婦楠て・卜押の
ようどす∂ものτ・あう。　　　　　　　　で，高庄の増〃ロe茨1て測庭ぼ飛・躍的1訂困殿1ぐ

　　貝層卿Xよの高戻でぼ一殺r緬赤クトか碗。しかレ縮78－〃僻尻近傍に財
ら丘※タトの1反長桐咳でぼ，　犬気θS31くδう　　　トリウムなどの！金・属！薪チ層があワ．　拝にナト

吟彬・勧のエコーが轍しτ・うカぐ・リウ碩色素レザで翻助の埠剛
ツζ山の噴）ヒによりて火止性のエアロゾ’レが威i鶴…！領城に茨鳴繰ε符ち、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかも個敬擦1室も

層擾llぐ投入さ淑5と、エアロソソレによ5衡しよcj較的多いことから．早くか54題測が行σオフ

オ悼越村。特ドノ482茸ふのメ干タコの　府乏馬憤島楓の断面癒誹常1・類い
El飾嚇．火山の噴火衡四、ハワイ（ルビので．高疲θ・布ε綿笈δぐ測定でき．そ唾

一 レザつρ694湖ノや福周く陥レーグイ加掠多から犬気’靹が枇餉τ、・多・こ

一 ，z・6μ．ノでは斌柘の敦！・・御こもの高飾鍼で臥縛ド櫛域で19才一ロラ牟の
壇け5エアロゾルかラのエコーが授出抽瓦㊨統的廟し’憤守3桝ヨ大気疏藩官ど．
この撤ドδ。τ成鯛ド投入蝋紅ア・・×つη・の堺味あ37樋があ∂ので・・伽墓
ゾルr量13ノ和紀最大級のものと財貢もら淑て　杷でのゼ素レーザーに罐0プトリウ4迦輌則が

御、財吹なと歌ヶ倒で．精加ク●レーザ項碑備抽つつある．そこで圭としぴ丸

一
レーグー超∫周ψく｝輪才枇た。アメリカで｛9力学の姐逆からこのナトリウム盾にっ“ても

犯上∂鑓のレサニレータ㌧の他’く．擢・斤破縮しした“。

1靖載して広・鴎度乾囲とカバー寸3魂測も　最後1暇収体酬の例として緬瑚才ソ”
行なわ次て舌ワ．ぎ穴日本で｛■周内だけτ‘な　ンにつ‘1τ。対淀困．特ド陀表附近で1∂レ’

く」牽1種θ酢r基τ也1こもレーサ”一レーダーホ’寂t董ザ」レーダ’一ξ…炉司“て差！分・ロ反収’まドδワ絃々

才水．名大芳仮氏ドようτ牙仁年目の1胞測がな気体威みボ1則定さ由てUづが。成層圏JXよ

行なわ淑た。こ二τ’傷∂ず最近」♂1：1ぴicho’nでは．エコーポフく気亦多からの酷し光で’あ∂

エアロゾルの承セでの視1則脅果ε8とめてあ・衣め微’弱であ∂ごと、∂た舛鉄気体成冷の唖

貢LたU。　　　　　　　　　がケ甘1にどの故‘C斑在∂τ’璃4判誠功
成層占二‡訪認；饗欝娯塚雰舗；；芦㍑羅ζ㍑、漂鋪竺蠕

衡しε測定して．丈誠動（廟’タ～皮2の継でば色素し一ザー（レーザー励足〕によ・て

ヤ・遣度の推定が行毛「われたが，非弗は犬ま分側測が行o°わ水たが、r我国で旧気微内野氏

幽ヵのレーナ”と犬綾借麗泡熔オ5ため．あ　ら1ミよつてエキレマーレーザーレ’ダー邪闇

る・破醗果ε碍たあ娩徹鵡イな・て紅沢こ綜よ・て榔て桝働向‘畑‘
“た．貴」丘フランスのC〃4η：η々史らが．商　が可能になフて、）る。才・ゾン極側の勉大にヵロ

魏麓㍊㌃4蒜ζ蒜霊齋㌶㌶《も雀；鷺禁量繊叫呵能伽つ

罰ξ果ε得ていう．〃14ρに閤トしてう我国で13・

㌣庸X気の」駒ε従之5ド柾めて宥力噸
τ’ふ3β4μレ’ダーが枝置雪水，側側オく飾
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レーザ’・レーダL／こよる中間圏．熱圏のナトリウム層の雇見榎・」

内海通弘　　広野求知　　藤原玄夫

九丈理

　　九州大学乞’は、レーザ・レーダによる中闇固・熱圏のナトリウム層の観測を数年闇’二

わたり、4守っている。9乍年よリ、絶封】密度の：則定之イ了フマいるのZ’、、ナトリ肖4層の季節

変化を寺ヒめ、為皇雨暗のナトリウム層のぼ増ヒ合ノbせZ、報佐寸づ。

　最近、HM㌦じ段wO）は、イし曽動三則是1：より、痘売の

　　　　　　Nへ十　〇3→晦〇十　〇乏　　　　　（り

献従来よリコ000倍イ醜・・じいつ結果抱駈・3。こ九におZ、ナトリ蝋層閲3
のナトリ巾ム原3の寿命θ’極端’こ短くなるこヒ’こな”たρ従来’ナトリウム層下部の切れ

込汁は、砿の敗酬くの衝もであるじ説明さ祝いたがここの反応を入れると、反応糸の
毛ギ｝レの修正挨儀なくさL雰従来賜提蹟糎・た反鹸の硫定数も、化学的！・
輸さ嫌毛のが・ケな〈、働Lば、砺が・昧〉類似娠売抽ると健し、趣挟
めZいる場合むあ5．この楊・化売系碗説とな往励惟く、いくっ力・の反施糸の…謝提

出さ妬、・る。こ枯娠加紅毘丸ピ味鴫化顧季鱗化のシミェレーシ。ン鮪
い・安瞭の観；則ヒ対Wすることば望φんる。　今回は、季節愛化についZ、優星測庁ら言ルる

・岬・っい鋪修．一輸・砿層は冬・増力礼、夏’・顧少す5暗あれいる。こ剃よ、
W半球の高績か砿層の観劉ξ・礁中しているためご・、妹の様’緬ξ離では、こ功頃
向杣さ幽‘・紗栂。こ蝿ゴラジ・レでの雛則・‘’蜘れが艇いと訪収・、
る二とh’うもうなずげ5。

　　　　　　　　　　　　　　丈　　献

U2　Hwo（バ～（λハ入J．卜／，　C、B～㎎

λN、D、　Szeヨ、σ陥、

　　　　　　　　江㌔きミ1；5鵠η万⑭卵

阜eL・ノq／ll87－｛190ノ／982

1°°

≡
三1・’

三
旨

M戸Rl8

10・一

90　　　　　　【00

HEIGH丁　［K［）
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脂和墓地におけるオゾン｛侍8鵬観淵］（噺埠1月《198祷2月）

忠鉢　　繁　（気象研・契荊）

ユ．はじめに　　　　　　　　　（タ0°5）ヒ昭ホ。麸屯（6門）の2ケ琳リな
　オゾンは大妄む中に微量に存在す5気仏であ　く、両基ゴ色しも太陽バ岬らなくなる極夜期向

るが’パ筒‘こ戎漏囲大気の熱民支に大さな影響↓・つ・けは8顧ゴ左休・ヒして、・3．このため、

さ与え己しヵ・し南極地域では、視在オゾン南酬APのづ製して、23次南極合劉隊1こ
織則を定施してし）3差地は、A触ds∈妬㎞墓地お‘）て大気オゾンの鵠別観測を行った．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．オゾン全量崖鬼測枯果、
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　FEB．　MAR．　APR．　MAY　」UN．」UL．　AUG．　SEP　OCT．　NOV．　DEC、JAN．

　　　　　　　　　　　1982　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ト←1983

　第ヱ図．昭和基地におけるオゾン全量の日代表値（1982年2月一1983年1月1
　　　　（O・太陽直射光観測，0・天頂光観測，●；月光観測）
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1982－一一一一一1983一
第2図．昭和基地におけるオゾン垂直分布（1982年2月一1983年1月）
　　　（単位　lv皿b）
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　第1図にオゾン全量の臼

代友値左示す．この図から、

6」自ヵ・5ワ月の極夜期向に

極大セ斤、して、）3こヒ丸vわ

カ、る。　又、　9月下句力、らlo

月中句1ゴ’けτのオゾン全
量が非舘1・小セな砲（2ユO

P．しし前復）老斤・し一こ、）3）こ

と、’o月丁旬に、☆然署温

騨うオゾン全量の亀増が
はっさりし示され♂（、）るこ

とカ∨わψ、る。

3．オゾン窒直分拳
　第21図’こ、1『耽年之月か

ら1つ83年1月ま．での日醜】1基

弛におけるオゾンの養直分

布左，呆寸。この図はi茜L在ま

て㌔ミ整王里宇終了したオゾン

ゾンデのう㌻全董補正セ

杓うこヒのぞきた22衝のデ

ー
タカ、ら作らオcて、）る〆　こ

の他こ杵個のオゾンゾンデ

が禰されて考り．こ永ち
の紬東き力0え3こヒにより．

壕2国は、さら仁改食され

る可離惟状ある．第ユ回が

ら、猷の極大の助期仁対
点i…す3皇｛亙分布メ∧’∫ooσ蔦もイd

14にノ極大ε粕つ｛筒徴あ3分

考5走して、）ること、IO月i戸

句のオゾン危増騎1こ、ピー

ク鳩度が7。頑イゴ近か鵬

30〃見も　まで上男してし｝3こ

とが示されマ、）3．
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粒碗殉パ描勃・紐鋤9・いつ・て

　　　　　南繁行　　疫・・∂1

　　　　　　天肪予尺丁活汗
　　メ鋤・倒3者波鋤波レ・ジ・パ気
旅動の観剤ζ日助し酩ヂじの円夙ヒ・フ・、ての

べる一も軍とか到匠おひヒ方　こ・穂，

ω大気飾呼回目・方搬
嗣・伝撤唾及帰擁反で1翻，ロケ・・

ト・・誘教しEプラズマ腹ぢし川え察D望プラ

㌶霞㌶露蒜三醸
帰㌧オ1細ロケ・・｝靹・与ぴ†諏つナ
時越アナラげ・輪電緬スピ・変潮
介力写郷癖吋岬㌍クア・グllレ咳
他・碁イ1〈．

（襟忽隠こ獄淵倒乞猷

墳㌻嬬篤鷹》毒；，能
ゼf戸うぼ

耀4耀罐磁ひ。、、、
つM㌶・酬吠4嫡の酬．・・デ
ー タ・炸八・・桝巖・デークい網性
き酬べあ，

左②酬卿・・曙解諦3ξ・
尺気波噺汕パ図挿イ怜い』ξ
貧啄す・パそ・軽夕・・粁図吋う・：

百φ。

電離層

隊顔献〕
　　　　（’）凹’nam品量1；i；器、留e蹴謡：鵬al器ぱ1りe、舗賠。蠕tg融。，

　　　　　　　1982
　　　　（2）Minami　et　al，，　A　graphical　analysis　method　of　ion　ヒemperature　for　the　retardir｜q
　　　　　　　　ロヒ　セエ　ヱヨロ　エソ　　　ユロ　　　　　ユ　　の　ジ　　　コヨじエ　エロ　ヒセつうハヲらぴ　　リユ　　

　　　　δ）南他．尺Pか・パィオンドリフトベクトし噌到は鴬鉋卑・ポ，／・4一川ノ
　　　　　　　14別
　　　　ω葡妃，極噺・方ザ材〉ドリフト葺度・編司繊，お・ポジ払ヤす回・
　　　　　　　6『，円記

　　　　（噸他，千抑騙鋸・パづ・・よ瑚ル・・お・パρ糠野つ・・て．寄躍1ヅ兎

　　　　　　　ハ・グノがパ亨れ

31



32

南燈百4園彰触多董痘の姜《琉瀦遁り

森田恭弘オ日細か赫錨田哲£高未璃藁㍉ヒ廿正亟碍

（㌔蕗尾犬学撃電珂夷所／匂主極姥み『寅称／柿気象司1溺ケ）

　島座教凱の下4対流囲ゲら島窪約多ρ顕茅て・よソ毛い〃τ⊥丘鋤褒多りてみソ、そ《rξ動

・脚綿命斑瀦線・よ魂魅ガ才が過痴鯛鰯で屍鋸・ツ砺畔・て
・ぴゾン・帽棚綱橘果嫡イわガゆく吐炉碑で弓助・
　　　　　　　　　　彦アラィオン対生扱孝　　ら♪よう刃視点ガ5JA叉壬2ヨブせ、欠気生叙されう．彰触41巨度，

は丈気の砲丘的瓠穿柔のずで最老麓紬9な号疎’Kよる南極塀脅凋砲盤強彦ぬ泉身捌ガ行なカ

で殉㌧樋赫パ邊ぱす∂・・d身鴎椎．ぬ鰯／z’ぱ卵競酬・之酸
k壕吻てあラ。成魯周電挺多己度な、島聾虐濯化室蒙，才ゾン弦友．気温，殻圧必1司時κ観

才で、フ†ゾンめライフサイクWκ重淳な綬劉　剰±れ玄，気詠はノタ虜2享！ノθ2ケβ／午02レ丁

ε孝ず＾／Oxり蜘’に閣与・て、、5と考え多れ磁琉ごれ2鍋・∠・島口て“棉夕・丁砲中

て利吸鯛略φ扮液ど・て・麟窪惣易醐区獅認が吾ち鋤・・かう淑確
鮫脅殉多・ぽ鱒で踊パ田脅雛暢掴鰭39伽サ・3梛・ア1・ミ琉1
度ぱ燈碗でイプンの踏唖し7．簸d・で．〉吋川毎橡燦髄ザ封入醐ク・
エアμゾル／の髪なに壱肉与Lτ・・う可帖推が　アルミ魏の外登k　150ゾの砲互乞ガ・プ・雄’IO

あり、稜認才∧定点で、＝れε孝青θ」〈長刻

肉κ功ちタラ日憤す〕〉とぱ非亨に塗淳抱う．

　り脅囲内ρ彫舷弦友♂遁碇」ゴ．舌くぼ．

wんレ参（・96・7，の碗）♂南醇複慢蛉あ・

｝・門線四哨躯脈イ才・ピ穿、∨・
あ痩盈禰捉し．宙擁顧流窃釣朽．
易1図k電鴛了ナ《炊略図々ひプ之媛例き柔した’

ジ爪璃庭覧～｝す〆9ワ8与ワィ才ミンク“穴ウで行o

ケ∂擁剴々，地立らし’タワρノ叶危茸1賀斑功れ貢～司茨比致突駿｝・閤・つれ丘奏穆が’万ノ、

才の与已測ガあ3一刀い幕並でぱ，灸・2②観測締舜4♂K気麗虎a『丁て・㌘を1て作働すヲンY

※以舛一礼んL労鋤れて・渇・・．綿閣ガ窃拓獄ひぶ
宙徳残複ぱ、芥陽汚動Kおて※動ずヲが・三　　今瘤，含取得t丘データkフ・・て予碕幻崩賜

杉♂妻動ぽ太揚汚動頂♂〆吟凋期」り毛、刻借釆原〆／タ92与門ト行ηわれ沃三篠上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　克め暢盤芦度と鉛比蕨ドブψて微培すう．

第4回．電挺残友計の縁叫図
　　　　屋μ＾rまε敏θd
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昭和基地50MHzレーダによる
中性大気風の観測

小川　忠彦｛＊｝ 、五十嵐　喜良（耳1、倉谷　康和（中、藤井　良一（一叶、平沢

　　1＊電波研平磯、　＃電波研、　＋極地研）

威男｛＋）

　MAP計画の一環として、電波研と極地研との共同研究である

50MHzドップラーレーダ実験が1982年2月から昭和基地
で始まった。レーダは、E層irregularities　をトレーサ
ー として電離圏磁気圏のダイナミックスを調べるモード（ダブ
’レバルス及びスペクトラムモード1と、流星飛跡をトレーサー

とし、70－110kmの中性大気風を観測する流星モードを
有している。1982年3月～1983年1月の間に延べ40
日間分の流星エコーデータが取得された。本講演では、198

2年12月29日～1983年1月15日に連続観測したデー
タを基に、80一ユ00km高度の中｛生大気風にっいて報告す
る。オーロラ帯では、E層irregularitiesによるエコー
のために流星エコーが乱されることがあるが、ここでは、この
ようなデータは省いてある。レーダはふたっのビーム〔GGS；
近似的に地理的南方向、GMS；地磁気的南方向、両ビームの交
差角約33°、ビーム幅約4．パを有し、時分割でビームを切
り替えることにより、風の2次元的運動を知ることができろ．，

　結果　一　Decay－heightにより求めた流星エコー数の
高度分布を図1に示す。　ヱコー数はHmax－88km付近で
最大であり、70－110kmにわたってガウス的な分布をし
ている、京都大学の流星レーダ〔32MHz）によると、Hmax
＝96kmであるが、この違いはレーダ周波数の違いによる。
エコーの地方時依存性にっいて見ると、6時LTで最大、20
時LT付近で最小となり、妥当な結果である。　なお、エコー

のslant　rangeは1ユ0－600kmにわたっている。

　85－95km高度のエコーのみを集め、ドップラー速度を
各時間毎に単純平均した結果を図2に示す。下段がレーダビー
ム沿いで、上段は下段の結果を地理座標系に変換したものであ
る。中低緯度の結果ほど明確ではないが、一日や半日成分があ
りそうである。図2は地磁気的に静穏時から強い擾乱時までの
データを含んでいるが、擾乱時には、強い電場により、高々度
ほど流星飛跡の運動が中性風のそれからずれる可能性があるの
で、データ解釈には注意を要する。夜間に見られる北東向きの
風馳磁気的には東向き）は、赤道向きのオーロラ電場による
東向きのプラズマドリフトの影響を受けている可能性がある。
図2をクロックダイヤグラムにしたのが図3である。この図で、
極向きが北、時計方向が西、反時計方向が東向きである。風速
は5～40m／sで、方向は時間とともに変化している。Cha－
tanikaのISレーダ等で、　F層では昼側から夜側に向う規則
的な風が観測されているが、図3を見ろ限り、85－95k皿
高度では、このような規則的な風は見い出せない，、
　図4は、各時刻におけろ風速の高さ変化を示す。時間的にも
空間的にもかなり変動している様子がうかがえるが、これらが
どのような意味を持っのか、現段階では不明であり、更に検討
を要する。

　極域の80－100kmの中性風は、オーロラ活動により変
化する可能性があり、中低緯度よりは複雑になるであろうと想
像される。このことを調べるために、上述の結果を静穏時と擾
乱時に分けたり、他の季節のデータとの比較が必要である、，
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％2∠沢駒極MAP槻測言ナ、動

福功 多老． ’リロ 呉男 （柚’也研究所）

／

MAP（Ψ〃x気胡堺協岡観劉）．ぱ・

9ね辱より舛針画し｛τ少泌射勺規媒
イま施wれτ方リ、南極で漏ヌ3
寸稽工筑。総石潮剥K鯛柑され1ζ。

・X輪リ

ヌ32疋（

！982手），ヌい欠‘／タψ3聯）で｝ま、

3也ち気綜，衛望観到・ミま施了れ1バ

戊《隊で1ユ1コヴ。ト観剃べ行われ6こヒ1く
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南榔駄短レーザレ烈よる観損崎ぷ2励」ARE）

　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　け　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やぜ　　　　　　　　　サ

　　　　　野村彰×、岩坂泰信，福西　浩．鹿野哲生　）1に順男、平沢威男

　　　　　イ訓伏学エ学部、井名占屋大争K圏科学研晃祈峠極地石醗所
1、　ほじのに　　　　　　　　　　　　　　　　　摘（パペている。

　MAPの一環ヒして，24次隊に」り南極域に　　一方、ぬ原3をトレーサとしてその垂直分
ルビ㌧レーザ（6～4、3ワし秒1／347、～プレ帆）を光源ヒ　柘の時間的疫動ヵ・ら、Mλ原ラのs畝kや垂直う

したレーザし一ヌ“が持ち込まれ、極域成層圏才拡散の問題、さらに重力波や潮ラタ汲等の犬

のエアロゾル観測が頑調｛こ行われ、輿p未ある　気力学的ぱ問題が議論されてし、る。

4課バ得られている。この観5貝liは今待致、　この」うぼM原礪のレーザレータ”による

26次隊へと継続さKていくとともに、26次隊観測ほ今まて日本（ネ島岡33°／V、　，蔵王38膓∨）

で口色素レー’ヂを持ら込∠むことにより、新たを4窃りとしてイギリス〔励水チieぱ引〃〈／）、フ

に寸間圏埠面から熱圏下部（80k例～」｝OK夙）の　ランス（Hα姉e　Pトovenじe44W）、アメリカ（

間に存彦丁る∧／久原子屠の垂直．分布江らぴ1く40〈W）、フ”ラジ）レ（SαoJose　doβCα岬os23°ぢ）

気柱蜜ノ夏の時間、1ヨ4らZバに季節衰イじについ等で行わKてき7こ。　しη・し、ク・・ローバ，レな観

て観測を行う予足でゐる。以下、ぬ観測の意点ノからみると．これらの観測、煮，1エ主臼（キ球

義と観測システムの概字につ、・て述べる．

2、観測の意義

に／集中し、　しウ’↓中緯度帯1ミイ立置してし、るこ

とガら必丁“し力す⑳とほ吉えゲい、さらに最

近．、焔の気柱必度の祷度・依存惇から南戊（円牛

高ノ愛90KM4寸近のハ血原子、層ほ〃20年づぺにす　壬蔽での非対称性が才旨摘されている。

で1液間大気光の観測に劃その百在確認　か∫・中で、％和基地（6ア・幻てのレー
されてい7もその後一950升代1（入り分光技ザレーダ観測ほ、教ケない南チ球でのしη礼

術の進れヒもに翻煩光ヤ内笥嫡光高雛｛：位置行観測れしてその是劇詐
の吻蔚1はる知鰍乱や吸収1は’滴庖ト献ぱいと頴ろ．まr・、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この碁地ドぱ他
僻雛轍・噺1娯撫じ初・。〃6・職1・躬嬉．・勧種ぐ蹴紺段壕中して
に同調可能アφ色孝レーザの開発とともに、こ　おリ、これらとの×1司観唄山（は期符丁る∪の

れを光薄とし／こし一ザレーダによる〈ん硫子層がある。狩い多くの流呈群が踏り注ぐ極域で

の観測が開始され仁。これ1ミより観測精ノ蔓、　ほVHFドヅフ。ラレ・－9“との比較観測に興昧が

特に空間的（島ノ愛》解自巳、ζ00一刎）および時闇持たれる。まアこ砿観測時にその足量補正ど行

的（教倉）分解能が兎躍的，こ進サし、申間圏　う為、ス5＞60㎞の大気分チからのレーリー散

．

界面から熱圏下部（80～〃0κ必）にかσての乱ど利用してぺ気蜜蔑．分・柘観・き1ぽ行う。これ

K気の光化学的餓過程や刀学的構造を解明ドついてほ、気象ロケットによる観測と共周
可る一／フ（力有力江観ヌ則てナξζ〔とノよってし、る。　　して進ダ）ることを目下不鮮寸してし、る。

昨原孫の起源ぼ流星と海・Kめ二っの説

に伽’れ、現勧所、前看の説が有川q照3．システムの概要
っているが稲論は4暑られて．・なし・。しがし、　　周軸型フラヅシヱランプ瘍ク起色素し一ザを

M原子の気キ主宴ン蒙の多見測において、夜中から送信光源とする。その性能ほ、入つ5ゲβOw舛，

朗げ方ドカ＼／フてノ曽〃ρする時間衷重クヤ、火r粁旅ムλプ〃詔03πM，出力200ノ筏Z、繰返しぴ丁βXで・

において／1月り’ら2月にがけて嘉犬、5」月ドある。詳しいシステム構賊、性能評価、観測
最・｝・となる季節変動ガら　その生．成消滅ぽ大　シュミレーシヨン、こらにξキしい観測計画1ミ

気光の吸収に関連しているオゾンヤ藪一蓄原チついては、当日、講演1ミて発液させてい斥7ご

とのイ乙学反応’過程1ミよると解釈されている。　きます。

さらに、この昇周期の※動にカρえ〃耳周期の

※動があリ、×陽の黒壱，活動ヒの関連性め指
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JARE26におけ▲β一310型南極ロケプト宝験ξナゑ

ム埠久珪．　福西堵　（国立極地研吹所）

　MAP‘†」臥の一∫呈Yして、向オ壷ロケ∀｝史

験〆．オユ虜久功極姐劉隊り再開ま軋3．

引ε紘く　才26次隊においても．狗規閉繕

のMT∫∫0叉気象ロケット愛験が開貯之」し

）他、β一3’o星ロケ∀卜突吠ゲ予窪一之れ

てい5．若鶴で【コ佐着．につ．、㌔礼の観

測目的．メη宿裸題、槻憂1壇目及び機若構慶1・

ついて述べ3　．

3ラ．

　9群ロす8年9月8日一／o月6日の問開、

吋・ほ蜘ヲー鳳の織良蒼のぽΣ
‘5い、巨件爪応募芝得た．

　ロケゥトにノ3オ’ロラ規象の観測が数多

く実施さ止～♪うに7｝戊、硬昧澤い槻潮☆果

が是み之λっつあ5今日、向極oケフf豪碇　　ロケワト頭胴聾のF呂ら十ん卓納嫡、テレ

醜れ硫穀紺3ためにはプづラ乱パハ酪口，縄弩・綱吟、L記。内
8♂・・ゐ’0貼・・嘉田・何癖・月い）…　くっφ’1・ず」コ置ぽ観刷時うラ、

す5仰介Yいう、明輝看狙いど、夜人εま現
づ3た殉合埠的な観司雰構成が・助恥な3　綱傾目、撒若構成叫細について｜ゴ、講、

・　　　　　　　　　　　　演にて疋べ5。
　こ画ムについての景翁靴釆め」ため、賭如

ケ8午10月31日，柚姥βザ‘二かいて、衰験　　ロケットとρ共同観漕

弓†み舟嘉乃、オーoう硯よの栢空万琴の参加

恒号し南極・ケ・パ槻劉に閑ヲ3‘確楡が
間俺之れた。ここで角菊倫を隼的し、水に記応した立借的総合観測が望き払』

す観刷β白9」η究s果題が魏をさ人た．

　ガーロラ粒↓に閲亀しε波動粒ケ粗互作用

機構の解明t8匂YL駄下の観測を行）．
（り

　　誹用の観到
（λ）　ハ・ルセーティングオーロラ’こ∫田を（た

　　ジ庄勧粒手相互作用の観別

獅魔6呆題

（けイ亀～噺ノ藪（fooクkMレメ下）オーロラ粒チーカロ

此蕨の存在てτ能怯じパ・で・のシ蜘粒打胆

作用

し勾Ak＆，ゾLFヒスの蕊芭ピオーロラ電

　亭朱・閲係及び．そ鱈の蜘のイ靖端
B）εノ琵電〉癌度φらを’と．その斑生楼構

④才一・ラ7り。〃ソングピその媒因
（F）1ぐ1しセーティングオーロラヰでの波釦紘

　与掬翻開
（り電離顧哨⇔次元螂時と．；麟発先
　ヒの悶休

オーロラァーク1こ閃遥Lした湛重ヵ粒与オ日　・レH戸ドブプ〉レ’ダニ

艮鞠吋・培ω，ω・目’夕に齢ヌ
、観劉蓋構歳セ6っ、司一イ坤柔ロラワトε2

晃作♪こし．　1基tズ’ロラアータに，　1墓t

パルセーティ　ンヅオーロクにチ丁込む二Y二に0

　ロケwト裸剰デ㌧タを♪戊有効‘二淳用ヲ♪

紬、晦時ぬヒL撫L人璃㌢獅圃・呼
　　　　　　　　　　　　　　。蛾丘湾礼

う5畑醐糎官い詞パ）内1ブ灼村
3ロケワ｝鯉剰直日であう．
（工）θζ卸甚陀姥L槻測

D オ’ロラテレビ違、矯Lく粒iト．蔓声協、栖L雀oフ

’εム戸一WF、H戸亭鯉晩波　（雀動　戊

　　　　　　　　　津吟、電チ蜜度弗之り

・羅ヵ叶　　　　　（電喝，声喝）

・4・・チビームリオメづ（粒｝）
’ ホトメータ　　　　ぽ量チ，電咋戸紘tち）

（江）Exos一己接1慶観う且］

・ 竜ハ槙産観測NE　1　（電｝哩1乞）

パ娩観測　　　PPβ　（　直動　　）
・ 孝立各観剰　　εSP　〔粒バー　　）
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Pc3とその関連現象

国分征　（東大理）

　　Pc3脈動（周期10－45秒）は、昼側の極光帯附近から中低緯度地域にわたる広い領域

で観測される脈動として知られており、高緯度でも中低緯度でも平均的には殆ど同じ周期

のものが観測されることから、共通の起源をもつ現象であると考えられてきた。　しかし

ながら同時に広い領域で観測された現象の詳しい解析例は少なく、低緯度地域への伝播に

ついてはっきりしない点が多い。

　　現在、Pc3の起源に関するもっとも有力な考えは、太陽風と磁気圏の相互作用によっ

てBow　shock付近で発生した波動が磁気圏内に入り込み、　Pc3帯の脈動として観測される

というものである。　これに関しては、　地上あるいは静止衛星のデータを用いて惑星間

磁場（IHS）や太陽風の速度と相関などの研究から間接的に証拠だてられてきた。　川Sの

大きさと脈動との相関、太陽風速度とPc3・4活動との相関、団Fの磁気圏に対する角度

による　Pc3咋活動のコントロールといったことが、　この説の有力な証拠とされている。

一 方こういった脈動の活動度と他の物理量との関連と言ったかなり平均的な対応関係を示

すものでない。　もっと時間スケールが細かく、波形の対応が問題となる現象がある。こ

れらに関しては地上観測に基づくものとして、VLF波動、宇宙電波吸収、バルーンX－ray

電離層変動などの研究がある。　ここでは、あとにあげた関連現象に話題をしぼり、これ

までの研究成果のレビューを行う。
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SPAT工A1」CHARACTER工ST工CS　OF　LOW　LAT工TUDE　Pc　3　GEOMAGNETIC　PULSAT工ONS

B．　」．　Fraser　（Physics　Deparセmen七，　Newcas七1e　Uni▽ersi七y）

　　　　　An　array　of　four　low　latitude　induc七ion　coil　magnetome七er　s七a七ions

has　been　used　to　study　Pc　3　in七ers七a七ion　phase　▽aria七ions　and　polarization

characteris七ics　over　a　longi七udianl　range　of　15　a七　L　＝　1．8　and　la七i七udinal

ranqe　of　10　from　L　＝　1．8　－　2．7．　The　Eas七一West二s七a七ion　chain　shows　qene－

rally　hiqhest　cohereney　between　H　componen七s　wi七h　rela七i▽ely　small　inter－

s七ation　phase　differences　correspondinq　to　low　azimu七hal　wave　numbers．

The　Nor七h－Souセh　sta七ions　show　grea七est　coherency　between　the　D　componen七s．

Although　wa▽e　spect二ra　are　of七en　differen七between　s七ations　polariza七ion

ellipticity　and　azimu七h　show　remarkable　similari七y．　The　in七ersta七ion

phase　and　polarization　resu1七s　will　be　in七erpreted　wi七h　respect　七〇　the

Ke1▽in　Helmho1七z　instability　and　inhomoqeneous　plasma　七heory　predictions．
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SITRUCTURE　OF　．rHE　HEI、IOMAGtqETOSPHERE　工NFERRED　FROt4　Pc3　MAGNET工C　PULSATION

　　　　　　　　　　　Takao　Saito，　Kiyohumi　Yumoto，　and　Tadayoshi　Tamura

　　　　　　　　　　　　　　（Onagawa　Maqneセic　Observatory，　Tohoku　Univ．）

　　　　　Ampli七ude　（A）　of　low－lati七ude　Pc3　is　an　indica七ive　of　bo七h　solar　wind　speed　（▽）

and　工14F　cone　anqle　（θXB），which　is　七he　anqle　be七ween　the　interplanetary　magne七ic

filed　and　the　sun－ear廿1　1ine．　　Fluc七uations　in　θ）くB　around　its　averaqed　▽alue　is

qen・rally・。　rapid七h・七・d・ily▽alue。f　A　i・d・pendent　n。ヒ。nθXB，　bu七。・V・

A　s七a七istical　result　shows　that　the　correla七ion　（r）　of　V　with　A　is　hiqher　than　七hat

wi七h　Kp’nam・1y，　r（V，A）＝0・80’r（▽，Kp）＝0・70・These　r・1ati。ns　mean七h・七the　s°1a「

wind　5peed，　namely，　七he　macroscopic　struc七ure　of　the　heliomagnetosphere　can　be　ob－

tained　from　analyses　of　七he　low－latitude　Pc3．

　　　　　工n　七he　first　place，　27－day　recurrence　七ime　pa七tern（＝RTP）　of　Pc3　amplitude　a七

〇nagawa　is　obtained　for　more　than　31　years　from　l954　七〇　七he　present二．　Althouqh　七he

RTP　seems　七〇　be　complicated，　七he　pattern　involves　some　rule　dependinq　on　the　three

・・lar　a・七ivity　phases（Table　lA）．　The　charac七eriStic　features。f　RTP　f。・the・e

phases　are　s㎜arized　in　Table　IB．　From七he　features　we　may　infer　the　structure　of

七he　heliomaqne七〇5phere　as　shown　in　Table　IC・

　　　　　（A）

sunspot　phase

　　　　　　　（Bl

fundamental　form
on　RTP　of　Pc3

　　　　　　　　　（C）

工nferred　neutral　sheet
of　七he　heliosphere

　■　　　　　　　　　　　　シ

mln．－1ncl．

max．－decl．

hori　zon七al　double

vertial　double

aliqned

　　　　　　．主everslnq　　　　　　　　｝

decL－min． modij…ied　verセical
double

　　　　　　．
excursエng

Table　l．
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磁麺境界詣・よ小・帯仁軌直に吉・けるPc　3∫祢動
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Bow　　r5hock　　上三硫域にまミけ3低匿へ三臣φ坊力起ヒ　且3・ハ走〔二原

星野夏弘・争沢敏史　（字曽科岸研収冒「）

　　P乙3の起…原であるβ・w～h。ck上充域でこの」0け已醐ぱ稚e　6、ぞ⑦ヒ甘リ1初劇＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、この静砲幻・嶋tk唖嚇魅臼鋤・猟喝・誕伝脅耽ぐイ形擁）ぴ力起し
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司イオンヵぐ　戊也…戌のBow　　　　　　　　　　　～トOckによ，て反射亀磁波Cw嬬せεr笈）ヵぐ励起瓢れて　ユひ

つれて工琉蜘・向，て」州B⑳（傾1・副θ酬は磁力線｛・餉力佃ヒ散礼〔れ嚇
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はBぱ㍗u・dの媒質L相互作印ε起：して線型遁穆ε粍て励起τWとWkミ5ヤkγ知さ
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C（んsp々負域に土’げる地β紘気脈勤

　　　　　　メロ藤・愛雄i（iト土ヒ大，名誉瑳嬉受）　利根司豊（豪遠夫吋克室学・動
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L＝、．ワ靭い3ユの向の巳3昨動

靖＿㊨勺’（九丈理）

　　L＝3ユ（s5⇔刈剖L二｛・ηC・卍N）r）㊦に⇔t〒ち↓～五A幣Lの磁力計
㌔ツト町一フ　〒㌧勺τ貸、｝叩示嵩榎？⊂3昧動σ）唾確）め万イ立旭楕匡ε壱簡ぺ・た。

U）東あ袖の渡敏（m）1エ5W下・・蔦絃蔑のP。3C械1ヂ。～…ぺ
　R・寸。」（1肋8））副めヒ・1べ、）。　’伝ぽし国登⑱副夜卿へ㍍）、），こ×

　ヒみ今喜ゾの　HcいいoA．Gミいe¢吟，　H一コー～o）仏w。。メ　の熊陳の　ど・人kヒ主一致

　しτ卜、）。

β）励じ経穫工σ）　2つσ）～十。5㌻ひ「蘭ヅ．緯竜オ占）σ）伝ぽんゼ笥Sへ、曳が・、

　　H歳令ヒD歳分ゾイ云｛干㌦速輪度執・・畢百～。，　h寅令σ）連慢1｝D

　　古令の馴ず片倍ゾ南から丸へ（訪。緯慢侮音品つ恒ぽしは、
　　⇔叢肯品の仮は㌦とちバ、）鞄吉暗に倍ら▽、・・

O）・ヒ享あ的噺句の住施鬼令布とよ記のる荻’令り’豆向め㌔位捨
　　橋己ぽち諺援肪の吃軋に暁似＿しτ～13．

嘩請薩巳3　1｝　S」へA～十∨ζ一ヨ隻の定元L渡モード’と考三〉ら↓へ㌃カい、真句言b

の・転1予Okの夜与にr｝色乏蔦　、T～スカ、、硫和ヒ拓礼、礼の点、ど1守吉鰭度

の賂重ヵト川複匙〔あζ在に基Us，
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洛外広域多臭同鴫親剃に裏ゴく儂3雫動kU戸f・e醐vα陀ヒり関達慢にフu之

　　　　　　　　　揚元瘡丈・請祷縮・Cエ〃PULP観ヲ亙］ゲ・レフ゜・別吐F観剖ク㌦・一フ゜

　　　　　　　　　　（壷ル大・π）

　遜徽ア．3製断鰻⇔〃継ガ、本螂越・軽綱鯛為易クオ句・縮ヲ5・
ぽ／76。輸…恥6－・パ・パ・ア・3！醐りノ繍鋼矩超縛鋤％・・欲た・ヌ、

地上z槻剰パ3？。3・翻数（の6宴酬鯛ノ鍋孫馴酬Fl吐・相関〆籟ま（耐
乞6…8、．，（・D）受詞・．・カw／7ク・勺バ鰍・翻・い時・ア・3・甦鰍（・つ

σF・』一が鋤・い竣・黙頑弓・バ醐餉坪・搬酩暑3〃臓鋤
中心往坤嬬儲鳴拗触が多く純”（〆・杜ぷ碗・・9ゆ為1・・只3・鰻
超派㌧磁灸田内り伝彬憂蕗名に・、1zり那輪擁翁が4外ず今日・・そ・・いる・

　　・砿⑭灼順鴇・κ・誠ぴ確ク…Fl鯛≠の如坤微鯉」1和⇔・’6°・か
ユ。8・1°♪を基臭にい乏・以下3吻の洛外多臭月薦観判ε4う乃）乏。U）△卜cα夙ル偏碗ぴ

慧㌫蕊ご嶽隠F㌫㌻顎鵠鰺：㌘
・・ 酬パ・F°レ・・＋・・耳才・」（”／LC〃乙F2・ん・3・／982一翫3°・／？83・3・…喉（

一
％・ζ‘ ノ・ユ〕・・つ・π…レ’皮⇔‥2°・の・・3ノ貼f・〆・」旬η・￥d∠F°1・輌

？・・」・」（SmULF23塀・7一丁…ノ♀’ノ9δ3，ζλ・・8一む（∫3・♂“ノ尻3つ，ぐ・〆一／扮・3；

4⑧ユ・夕つら

　　孝講按・⇒…1ぺC・〃PULF（四L、靖C、　OW）kG応3α・’り・“観別2は？・

3触数∨τS民3に」・之綱W乏／η磁度kの椥鄭土β〆〃1ムCぴ庄2哨鍋碩3

磁鯛椥・…　碗品桝拳鯉か5、ぷ晴約鉢註3獅娯！働概郷M
螂揖酬う楡・か…　蹄’吉づ3．
　　3．。・熾鎌に醐パ磁κ・レ・…昧〆・エ・・縮り9∂・↓励編・・」・・渓t

｛舗限W銀〉ぱ鞍り…〔…威・・d・り・r・』・蹴ψ・・雁・・…≠θ…

乙（輪烏、）り止・・肉に地確磁姻恥イわし・磁鯛岬ま2＼イ嫌12・3・・つ

・・｝・・…垣・如宮緬徽圃岬研齢3・・担・幽醐獅・い“M蝉
｛・話兎し娼3祥、乏白孔3亨つ月η）θ勤（下図）ヒ紅・合プ烙推多ウ｛zい3そ勿ピ・ろえ～小3。

杉十故に、歩也上げ）1暢；則炎τは・プ力嶺叫

’輔33？。坤り孝鯵棚働傾。d。，みPR°PA6ATI°酬ECHANIS凹S°F　P・3’・IN　THE　HAGNET・SPHERE

6結串昧之観則吋W・為1気良3の姓
β碗麟幹含硫オ今日a・咋月ちい
一rL小4角ゐ6・？突火三な｛擢壱力’つと！老え儂

込3。

参兎鵠だ

撤・㌦バぷ（／樹｝・ノ剛・・W・
刊．P，

L－VALUE
6P．P，4
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PC　3　目灰章ηに仁午ク　CNA・∨LFオ文身ζ1　π）odし～1ατ∫0γ1

イ左藤慶雄

（種8也研）

う表杏仙吉
（山升多大’理）

樋ロ毛啓
（山粁多犬・工）

　Pc　31・関連しT、現象とし℃拳醐白ヲVL　F

エミッション（QPエ㍉ション）か9極戚でレ1才’9u百’

弱剰O抑詳レく研究湖マ行，。さら1・、
τ也磁髪じ吉彰方ノ豆ヵ…高く、　Pc　3－5』辰彰力のうる従

T」午前側1・1ヨCNAp嶋α・∫・nも時マ観捌さ

れ勺（図1）。

　CNハ1コ高茸’・ギー駒の降千1ヨ羊，マ莚

ゴ昨現象7吻るから、P乙3旅勧とQPエ
ミ。シ，ンとの相互作踊の斗鋤一粒3相互

作爾乏解司でう上マ・重零fJテ’－9ε地多事上に

提裸レマ・ゆ：と｛・r吐，

一 解祈方膓ゑ一

　1981昇つ・ら日召櫛基健で願剰コ昭箕、P乙3

印k¶カに伴っマ　CN／｝ρμ」sαt∫on，　QPエミッショ

ンが｝司時に観癩〕さ昭τ：修」εξ乙含柔紙上」リ見出

し↑・。礼マ、向種電尊祷でリヌ録しτ、デ，ジ

タ・レ聯一フ・ε囹・マパ型訂耳櫓の▲詔型ス

ヘワト’レ解矛畷置1・」り項象相互間のコレ

レ・シ・、使相ε解祈し仁

一 解祈鳥果一

　／？82耳9同20日のイ3111こついマ，　CNA　 p“1－

Sぴ朝on，ULF（H），（D），　QPエミ・ソシ∋ン（フ5D

〃z）の租蘭解粁「ε行っ丁二締・果、フズのようrJ輿

P孝ろ察い享宴がθnらo・1てrJつ丁二。

1）コじ一レシシi

　CNメ1　P匹lsατ∫on　とζ）Pエミッシ∋ンと∠り手目関

が轟む良く、達・QPエミッシ、ンとULF（の

との相関が帯じ悪い。

の値相差
。 〕LF（H）1コCト↓A　pしd5久τ∫On　より　0　～？0°

　遅れマいう（タフ1旬きと正、枠及」ヌε正し甘ゐ）。

。L」しF（P）1びCN／l　PいISwじfOぬ　よ’戊ノ90°～Σクo°

　邊1（マs・b。一→〕LF（H）と　UしF（D）とのう立

　租差1隠勺ノ8・o’であう．

。61Pエミ・ソシヨン｛ヨL　CN／｜Pレし」s久じrθn　よリ皇～モフ9（ダ

　蓮んでい方（図2）。図Zがら明らかr」∫」う‘て

　Pc　5帯の爾期マ・ん｛9ぼ「司1ノイ立才目差ε示qり

゜（∋Pエミッション　と　し」しF（H），ぐP）　とグ）1立才目差

　ド周司安巻ズ依再・卜圭か』’あう。

≦1εP、20，　r982

VLF（750Hz）－CNA

750HZ

’しuメ「H

FLu貿＾o

QPエミフシヨン！C∧／冷P帆ls久†｝ひ・麟
気月鮪力の仔し1．

（Φ
Φ
」

O
Φ

℃
）Φ
の
⑩

左

180

90

O

一 90

一 180
25　　　　　50
Frequency（mHz）

⑤、Pエミツシヨン℃C人ノAp帆lsαガ恒巧イ互掴差

（旭硬1イ系数0、SLJ」こ｛二つ・、て・7°ロつトし巨）、
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り≧3聡動に伴ウQ〆Pエミッション周期の／ぴ強度・依存止

　　　　　　　　　　　　　　ラ易元ラ角文　・佐藤見雄

　　　　　　　　　　　　　（動b大・毛望）（極綱鮪）

　　極域t泊け3QP栖・鋼り強度動bヵ衆凋’酪碑緬上にか・H卵。巾・（L・～の乞
3幹池滋継動幽閲が蜘・ヒカ・う、斑酬汕鰍3・聯数ヒ／H縁艶の綱
気圏内り宇ヒ3蹄勧1ミ牌う磁楊変勃が、VLト　推にっい乙の解柏ε行るっを。　老η鶴累、
ぞ旗｝s・♪oηり発生桟構に藻く関阜｛z・ぽ毛り〉汗り・kオ明膓かに老込迭・

k，老λ多込z・・3（∫αも2F・4uni5㌧／ノ8D。　（り、椎域ど観測三小5震3亭の滋喝蓼勧同疵

繊τ鯉1斗る恒・酬亨（1・一鍵初観昨繊抽醐性は・中麟転酬
嘘場ま如・、勧線鳴醐輪紗・・剛・嶋唱醜駁〕η悟ぬ・綱か比
糊メe、cuδP毛〔くぱ磁灸圃協界膚り磁場擾ぺz暮・、が・極域の下pe工　θP　e伽’∬畑周娘

4bの便ス内分、朝オの仏蝋山∫“b5f。凧に／乎⊃　数ピ川F強度に悟明プかる相図り・窒が見ら止3

竜蹴膚電流多勃に」・3滋賜亥畑名り斗3受ロ寅　（多1団）。

・分が混在　z侮昧込z・・3毛パ，考え抽（コλHE（L・｜、8）・観剰ういP・3周波薮暇
3。一オ∵脇橡ぱ構郡・・ψ・・紐・商・融（・・6、・）・・棚リバ灸QP・・…，嗣・皮

・・r・f・e微w・・膓肇・鱗1・・、3・・セ庁・穀は、・由＾しも’対一・疏・C・・が、ぼ1ま・

唆す3・中低緒度冗3閤｝皮数k姦屡園空周磁同げ周破叡茅叫に鋤・セい∫3も’力戸該度城

湯強釦B川Fい欄イ絨ナ（刷・）・6かβ雌落働剰多小3・
（・丁）綱5か1ゴ込Z・・る。ア・3亨り　　以上・綱繰か玉、権域・丁γP・エ

…F・e・ζ…覗磁卿・P・｛・e醐卿がQ？郷蝋の匿働渕刷3貧3鞠1コ、磁
ぴ8⇒ぷ随・刀…頑灸⑭ミ磁・・嫡嚇麺蝕・購弓3…F・…。威魎
磁灸囲中に港在弓3様2な宵3亨り聞ラ皮k　のレpsか覗u拠1こ起源dもっk綜論うu、3・芝
繕傷え鳴提勧す3しづヒ冥・わ」3（Y卿在象　のイゑ擢d生りcθmpトeS5［。己uP5か・q撚旬晩は、滅

∫・・婦旬・　　　　　　姻深考陣ヘノね・、・蠣麟坤・々履
　　　　　　　、腐・軸躍ろ嶋万P・1QP動喘令共鳴勧t・づ毛・ヒ昧汕3。　　本構疲で頃

鰍；ss句ht励起す3互38鰯力は、威鏡例内ブ
観遡‘ド硲3孔3K動夕妹イ象6）中で℃り樟ぴ立参克文献

齢叶1て靭・又・ピ・禄鋤。d・ぴあ3り∫劔昧…A’θ⑳8’）〔・ノ墨、1矧．
ガ抽～ケにつ・為に・・蝿31－』βオ・η・177Z協・・加励（／883ノエG・…ρ…但，’・…－1・・口．

日呂和峯地ど観刻之ト乏QPe抱1’≦勒ηβが＾、同期

　　　　　　　　　　　　　　　TYPE　I　QP　EMISSIONS　Ar　HU　a　SY
　　　　　　　　　　90

（第珊）
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　ポーラー・バト［コール気琉（PPB）

　　1．気王求システ乙、

面村純＊・小王正弘耕・移紐1浩一郎㌔福面諾桝・他PPBτγσ

　　　（ヰ1宇宙研，率杣梨医大，棉極地研）

¶．はじめに　　　　　　　　　　　　　　仁伴う気砿障和二対す5パラスト補僧1こつい
　ホ゜一ラー　・パトロール髪球（PPB）ほ南　　マ蕨討丁る．’幸い盈夏仁fま南極／司6象爵言度で㍗コ

極地域の上勤囲飢て長時間観測ΣZ行うa没が無・、φで，此わこ大き〈ず1れケい限り
気球システAであろ．こ（η計画ぽ約イ0年前に総重量のイ0％ネ呈度パラヌトξ翻したゼロプ

小玉が提案し，3た最近その科学的重零椎がレッシマ気球がイヶ月程度雇翔ずさ～いまナ

鶴田仁より再び指摘される仁全り，ワーキンゲ可能ピあうヒ汚えφれる・葡述の風違ゲ敵

グク・已ノブ・（即8W（Dをf乍って実行乞自指丁　育糾から70㌃｛二ある気疎が日段のある縢韓に

こヒにな，た．ごこで〔は，PPB⑦曳現性に　孝でずれさ確十｛劃2月中なら｛割に満たずメ

関するP・・h。⇒な欄結短治酔し，イ牝マ朋ヒ伸樹鴻リピ磯油〉・佑てバ「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラスFlこっし1て｛磁鋤場創れんど問蜘ユ冷翻稀釈き課麹つ・、て指｝商する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無い〉宕える．

2．気象学的実現姓

被球追勧面で最t知眺Φ為川菊徹陸4．籔球工学的縄弧（テ・メータ・　・ク刷劉
周縁白まば70℃公い，周長侶750友九）の30んれ　一亮倍右、からφ追尾ぽ5ηo～600kMミ‘眼界レ

蕎度の周回飛翔の可能椎ε上虐り気資料1こ拠，なるので，④予想航路近傍の数ヶ所の観別基
マロ今ρ未7ろ．長距離羅翔のため厘1句逆転期（溶地で受イ占する力元弍，或し’ほ（2）テ1‘一タ’レコーダ

蜘杯麟晒訪礼謬ず鍍し厳冬期1・酪藪し周回しマ再び初期劉さ義納1ほ・
つ・・て概略り調査茎行な。行表臼5た：

季　節
盛夏（川え～個㈲ 厳冬（ぢ昧～7q㈲

乎均嵐醜速
備東風ユ張㎡k 備面丙イ90侵M／k

脇教麟 ｝tで蹴 ｝酬・／k

卿周嚇闇
爵ヲzzθ

西回り

約4日
栗回り

物南踏位 　丈Z°
（±zooん帆）

　土6°

（土700飼

予想舷跡
・

ほ（禰崩上・周酔一fO割 ・

多皮ず嚇嚇・突顯温で’顧瀬a抽り得る．

た碕にコ7ンドで呼出して地上1こ送借させ6

方先の・、ずれか臼綿せねば‘ならない．（り

の場合は国際協力ε要甘6こと毛ありノ現ま

的国（イ川z）四懐型を考えるのが用効で’あ

ろう．ωについマ（磁皇の場合，容量イ0臨

のメモリが得られ右ばイ0竃ψ・で0㌔～5尿％程度
　　　　の　　　　　　　　　　　　　　ザ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ　　

で’データ採京でき，畔出し（こついては・受侶匂

能範囲連過巧問（±イ0『り内仁イozム正τ療呈度て1地

上送信させればよいこヒ仁なる，なおアノしゴ
ス緯テ皇（刀ゑり弔｛ま，　デ1一タ」柔飯フ量で，‘丁す「っヒ’グ

なぽるヵ池上追見で汚レピ間内砿域位
置シ宍定ヒ塔載機器竜ニタ1二｛工肩フクて1’ある．　こ

れらのこと1、考えると，デ’一タ’〆モリ，テレ

メトリ・コマレド携構，アノレゴス・ンステム｛なピ

Eさ弓1こ検言寸してゆく’晃‘専メご望どてくる。

ミの結果から気象学的仁はPPB倭～盛憂期1：

実施可るのが最適て“，かつその場θの実理性5．今後くη研究課題

は非常に高いこヒがわがる．　　　　　　　　　　上述のテレ／一タ関偵の他，電孫の華圭量猶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カイL，度膜材斜乏含礼’気球システムのβ『題，

3．気球工学的輸討1（バ1ラストの問題）　よ燐細賄嫡糾解祈パピが当輌鵠
ゼ℃7°レヅシ。気球による蜘稠薔酬切際しし時げら据規在PPB晒1・よ埠体

1・一細・髄ぽる殿輌雛求解ス・脚嫌討段綱鬼袴・・蜘φて’嘱・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47
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　　　　　　　　　　ホ゜’ラ’・’Ψトロー，レ琢…珠（PPB）

　　　　　　　　　　　　π，観須1内応
　　　　　、ト玉正弘（ム梨雇欠》鶴留靖一郁（穿宙踊），国斜正（凌大廻）／鎌田哲采（虜電御）

　　　　　嘉齢備（嫁励福嚇陥蜘榊求博（融噺2，ほ吻・PPβ鋤晒
ユ、はじめ1ミ

丁謎べ儲うに，PP8頑規性暗・・儲粥方・PP蹴紅・z・ずフ匠斑
、とヵ冷。て詐。そゴ．・のシステ4εラ弛パるピ＠一⑪群レ白一・ラ誇の
綱してピ。よ袖娼党酬バ髪えら婦力・，馳る嶋碑報洲司時1渇ら哨パ1・・」
軸・・よ，・どん酬蜘媒戒陥τ拍Wそ棚綱磁動励マ類・、だろク・
カ、。。、、。、酬w鍵繍レ検考れ、、・・貝λ紬已して，編鴎場の乳襯鋤・粥2

・ヒ、・・わ烏システム。噸瓦単1瑠診ら峠磁醐伽対痂ターン乞図Z・・示レ
層物鍾扮野だ，ナτな（，盆象，字窃放射線，　　　　　　　　　　ちパニれの瞬時

鰍躯く。鰯。また拓マ4隔坤ろ司回z幽　　　　イ虹⇔バ怖
§ξ梅ぽろ、ヒ硝也』する。硯段階ま加　　　　　　　 の醐の1・賄
．棲対内克につ、・之ノ分野別に毒鴎する，　　　　　　　　　　　　　　　ろ・他に・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の無人徽劉点闇

2、観到の姐・、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の…動了鋤
　　　　　　　　　　　ロゴド　PPB馳いレz・ザwち的。ト，街　　　　　　　への榊拷えラ
馳どの絃纐杉覆別諏阜嚇めZ囲難も　　　×　　ここ旭・
レく1さ．ス可能f6物鍾1鰯に雀蓄ち嗜くべそ

つ閣才，論毛≠たな、、。貝休旬1．ぼ次のzフ　　　　　　　　　＼3嚇懐目

ヒf肪ク。　　　　　　　　　　　　　　　　親薙次の頂θヵ“
氏）あ詞η獲夏の掬旛全域1功たる克圏θφ　　　　　　　　　　　％えうれ2・・う
』）トラン洗ントな磁の極域吻仁る克産雌　　バ、↓ぱし杉ものτはなく勤い1：堤索バ管た

久）は長期藺にわた。て彫柏化工れたノΨ夕　れτ・・後・

一 ンず仏く，ピ’そるf2’け短、・期闇1ニイ乍られた

ものバ遠緒助1：複数個倶られるニレヵ“理想τ

ある。そのf…め並噺・1二』）　のた劫にセ，乃鍵

点1司時『顔り則毛吻且・・た…　　修’1乞ば、　lj郵1　に■レ

　　　　“恒　　1縛゜　　　　　　　櫨停゜　　　　　々’　，㎏㌔

1
二

“

　
“

v吋
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べ
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氏）超あ層拘魂

　オーoラ×繰，⑲巖膚％場，VLF放身才，

　オ〆σク！イメージ。

b戊忽象

　θ射量，赤外放鮒星の上頃そ，千陶4感冷。

　Aらの髪〃・鴎面τのア・し〔・ド，放射収
4の曳態毛知うニヒわ㊦、でをる。

’” 　c）穿彰放鮒線
　穿窃が〉乏線σ長時閲フライい：よりがン

て繰1寸㌧ヌト槍払の擁弟さ大巾に罐えう・

」）吻×

雪面島度θ序，TWERLE，752’は60鮪の精度

で深定して・1う択，二れレ人上の柏震（修・1ゑゴ

し一ザー島度計）で司能仏らヲ（・いこ竜味バあ

参。
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／9打枠優あ気球纏同♪

穆吻　：老・イ左藤夏斑・」藤考良1・・レ芹久磁　 （綾∫也珂膓所）

国ノオ　7正　　（寮犬　”望）、　●対　1比　　‘浮｛多斜学碑乾戸イア）

　詔知∫2喜斥よリ3・竿計動七｛て“ア4　レLFポ動＼貧喝ξ観刻了多そ寅ピあろ・観．

スランド・日6月bズ投互，観劉”パ借ま．fく。3’ρ劉ヂークIJ荻球ぷ池了イスランドηH｛ノκ4レ／κ

阜？月1□9日7如芦旭（βYo）φ如《あイ丁辻の2〃所ゼラレメ｝ソィを傷才れ〃・図♂の

1沌御るHu5肝国Lに観須1袖惑れ爾㈱稲助蜘憲紹．咽’・日妬ボ・也
㍗．イ｛τ」’9阜2耳臼」みデほ鯵地（M1幻ρx4匙已σ・タの2ケ伺のビ㌧ムぽγ叶Fドッ

‘よガ4ラヅタージナィ纂砲｛MOL）の貧投　プラーし’グ9観捌髭．劇ε系し，気燕べこの

あイ価、ミイぽずうエ5肝」卸D四と鵬川k口遭蜘雌魂・κ字鯖纏！・同能ぽ5．

・槻嫡鍵参紺5了橘である．・ルら枇
3㊨所の槻多則戸布ρv彰成了8と3組の《役影7∫

ゼ，’也55気，レL戸：酩6％ノ　6ノノメ1， 才’ロラ

薯・1碑酬べ・獅ビ7多・…ηろ・
　こ・’膨力舷観剃・事ぽ・・呼克い力ま

．
蹴剃・掘轡・時多！タれ乎7身・こノ・レ
ウ、ヘデ’。ぞ，ク，7イスラ・ド・’L’・倒

々ヒ豪1司し気赤観》則5肇滋ず多」ラ多†必左↓

恒・ろ．栖21・綱い1ニノ’レウ。’の
A』d巳トψ、ら首ヌ孫才6ち日ヨ（！1日ギ彼1ミ気

670N

650N

630N

’村7イ《ラ・ドぱ・漣しぬ‘考鶴綱3°’W　　25°W
を纐切，こじ∫ミアよ5．従．て地上ヒ気素の司

、百蕨し馴式可能ヒなら・気球て㍉∫才’ロラメ3㌢

　　　　　　　　　㌔r〃

6brル

面ノ．アイスランド”也」ヒ、観4｝弓］疋1と日移オ｝コノ

　みずほ、マラジターヅナヤの＃朽ヒ烹ノ。

　　　　　　　式鶴〔

〆÷

胡2，ノ，レウェ’のA‘eレeケよハ淑姑しκ気勾この舌巡砲跡（ク月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．彦し1∫④幼～／oプ

　　　1疎，円副。⑭れ祐’ぽ・ラ・メいh綱録r．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　49
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］≡XOS一ユ）

27宙と南極の其ノ司研麺

ズ哀寛（秦ゴ［ズ理）貝zドエx㏄竜w4、

　1芭鼓り劉辺の電磁正見象尼かかわる『クぐ9謎

は宇宙空闇《不完詩代の25年闇の研㊧威粟と

して）7々尼解明主れZぎ々。乞レて」艮後培

残主れた謎の一つがオーロラ現象である。

勿論、：うの頭ヨ象も20年前の認諦とノ才栢段β

進み、いまやその最宅ノネ麦べ♪ヱ芭まるフ剖題が

の2されてし）る。

　核バば3せヨ子問題とノ才、粒尋力口速糎煤τ

あるが、歴寅ε々ノZみる蒔、｛該気圏尾部の再

紬合が粒子加速の原因の全てτあるかと思

われた時代もあっ左が．Zれ」ヱ対しτ磁気

圏の対流が原因Z“，乞の電場の作用尼原因

左求めようとする1望論わあフズ彦，そうし左

須景の中で重薯な役劉2…荷負って登場して

窒たのが・ズトックホルムグルーフ゜の磁力

線平行の電場の寿之τあ．危。なかτも、

営験室内のプラヌマ現象とのアプロジーノヱ

端を発するダアルレーヤーの考之夙もはや

老の梗証εさレプZ蓮る事1古で空なレ）もの尼

レてし）る。

　一方、光掌的項象とレてとら之るオーロ

ラの研勿のもつ役劉は．ズ目変わらず童夢で

あるとしても、さら尼ヱの権測されてDる

オーロラ粒子の加速域乏かレ）菅見ろヱ乙が

できろようメ2なっスど三き彦。レ）うヨスご毛ノなく

オーロラ干ロメート’し按射（AKR）の存在で

ある．老の発射メカニズムノま次第ノヱ追の詰

められつつあるが、Zの源因乞明らか巳す

る事ノま．ヱのカ0速∫窮の楕i造乏：Σ＜・る電波フ。

ロープ乏得ス5こZとノヱつなZ｝、’る．二》「らノZ・　こ乙

のAkRは、木星や工星とい・た磁化され彦

宮星のもつ位波放射のメカニズム乏明らか

）Zする乙乙わノヱ、：｝ら尼甲宙の謎尺ルサーや

X線ベーズターのようなニュートロン星の電

》皮放身寸撰構乏…角亨砂弓してゆ〈鍵五あ戊乞之るであ

ろう．

　オーロラ粒写の加遠域1ヱ入り3れ尼ともな

ク諸現象乏明らカ、，ヱする危あ，王XO∫｛D言†画が

文郁循宇宙剰営研究所尼て、計颪の前段階の

ス9デンがW阜の宇Zりまじめら才し形の広Jq81

年4月τあ7左力、ら、鳳や三年目を迎宅先…カw

乙の闇1ヱ言↑画の骨子がゴ［てられた。老の重量

30鞠のヱの鯉ノヱ塔能れ研定の褥稽は
　1）電場、1｜，磁場、1り葛周波フ・ヲでマ波

　N）低用波〉ヲで乏波、v）杜子工字’レギL

　スペ7トルノレr）フ゜ヲズ之ブ゜ローズ波勤

　励起，vii）可視才一ロヲ像，減紫外ばヰ

　ロラ像，iκ）プラでマエネ！レギープロープ’

　メ順号分新

ε観測するものτ．軌道傾斜角汚゜乏もち、遠

比点1α000k側、並地点、400k仇の軌遁尼接入さ

れ．オーロラ粒子加速域♪ヱひ乞む謎とあぎす

と3うなく解明する亨乞めぎしている。

　乙の王訳03「⊃の観測ノゴー984年ノz実1施才れる

〔＜レ）よいよ1984毎4月より実施段階ノヱ入る

ず、乞の観測ノま［qqo年代初頭巳計画されろ

工STP（国際太陽地珂匡系物理学協ノ司研党）のフo

口∀ラム〈の一｝買となり・南極雀眉測等4）重要な

地上観1測プロク“ヲム乙協ノ司の牙多τ衰1施ごれる

よう12運んでゆ穗たレ、。
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E×○≦3－D受信ξ呈備

茉野逢日夫（1電后通信大営）

　E×OS－DE日召和基地て’1受信ずるτ（めK　　ノ万κ夙て・、4／・5←48　〃｝6干ヒクれ子

は．　衛星．の軌造要素．　〒しメー5）一桑の，旺能　　45．もdβ　乞1ψ要ヒ可る。

を考，慮するじ叉の間題つくある。　　　　　　　　　カセブしインアン〒ナを使甲しk場合＾ア

1，　アポジーが／ろk勿，衛星高度は碕闇の経　ンテナ効牢£ワo％ヒ仮足巧るヒ．アンテナ

　過k徒ってペリジーのμooκ㌘まて・順茨変　パうボリッワリフレ79一の直径ぱ　ノAネエの

2．

化E寸る．比れKよっ了．パリシー附並Lの

衛星。通過可榎時闇1護嫡問い」る．この
こ　ヒは、　ペデス9】しの垣］転レー　Fは極端［（

薯〕Lし・　（／＼ご　り　ジー　）　rブ、レラ極～端1（　チ〉そ　し・範囲で

スL一ズrJ回転特桂E肯ヒねはな5口し・。

場合．

　直径／0勿て　μξ．6dδ．

L・」るのZ．最夫距離の晴の受信はSλ比

odB　て・受f言fメできる．

　尚よ二記ぬイ直は．抱質言周碕のものでありP
　最犬受信是昼離．2η鹿xケαカグεは約／万6干　CM－Pトイで／∋ムkb∫ナ／4eじ．麦言周バしド巾

700ピgγ1衛星f則め送信出力2ワッ←．アン

・テナは、指佃性ヒームアン子ナでは嬉（

モノポ，｝レ形とするヒ、遠信側のアンテナ

利得は一／048乏呈度ピアヨ［る

以上。諸点吃考慮して，ロ召和基地吋ヒ上局

の1ψ要総創生能・概宰行うヒ、

。伝播損失．

　／万メ（釈　2．2（矛H産では　　／79．2（イB

　／万6テκπし　ソ　　〃　　　／83’3（沼

　伝播損失ヒ迭．信アンテナ

　ヒ

。受信電界強度は

　／ろ　κ伽で　　　 ／8L．2（〆β

　／万6千κ仇で　　／903ゴδ

とrJ戊彬翫2ケoη版
の入力E－／／04βとするじ．

　／ろ1（勿で．7ム．2dβ．ノろム干k勿で

80づdβの鋤仇差ヒτ」る。
　づリアンづ．グウンコ膓バー9－・Fラッ

電力E考慮寸る璽量∂ご軽薮之れるθご

帯。基孝妾イ試るようZ

キンヴコン、や9一写。標拳的・臼・略醐在あり．㍉昭和基地への設置

の支販品で比較4る〉．

米国製A社，

禾国製B社
国産c社
国産D社

34．7dB　∧／F／、0（ゴβ

3あ，1（ゴB．ハ∫戸2．／∂B

3ノ．2（ゴB　〈ノF2．2（｝B

30．ダ（ゴβ．∧！F2．5∂β

梛呈にパラメ川．7了ンプ臼ま肌K時
米国製A社でd再に45dβの改勧ゴ可能
ヒ謂われzL・る．

　旋ってA社て考え・うど　了ンテナεrα1力ば

300kHzとし股晴1（．糸勺うdβのケインL
差弓1〈ピめ　直径fO勿て．

　／万κ勿て一数dBのマージンで受信可能
ヒσる。

　直径／o釈のパラボラアンテナは．風速．60

勿んe乙じて耐九．ラoちθcで1望甲才るk

めKは、パデ《9ル介重量試A祉で約｛・7←ン

乙社で25トン　ビrJる。これKしドームEげ
1寸るニヒによって．A社Zは約1－1トンまz

　　　　　　　　　　しドーム1ミ金額rうくrフ、rブ

リ　トーワ1しZ三は質化訴rJし・ようZある。

　瑳お了ンラアo、組立zは　A社が非弟に簡
イ吏τ」方哀ε聞孝巴しτ居ソ　国産丑は若干メイ

ンテナン《K闇題（風速30？几以上Z）びあ
　　　　　国産品ぬ改善の急毛切ヒねびづむ

のzある。
　力くよ二・ハヨヒ常に簡単冴エスティメイトの結果

E×OS－DのB召和墓地受信ヒロ．直佳／0

釈のパラボラ7ンテナバ．少げくし払W要で

　　　　　　　　　　　　　輪送写の閤題
価額爪問題が残ろ拭’．〔三）く09－Dび1極填工堅

の観劇互目的ヒ才る昧上，昭和基地ヒおけろ

妾イ多の号祈上の⑥働才、才げll矢・れrJいも∩

バあり．その実垣への願いや印τある．
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セー｝ゾロンタ’にネ寸t的或’1こ脇け3庵見ラ則計画’ミっい7

一
日杢輌セ嚇醐∫障晋、奄棒計勧雇蓼杉委ζ高融舅剃肴画概索一

　　　　鮎P1　勝，イ左藤．夏雄．山岸久雄（圏立）r壷砺饒ヨD

ノ9⇔孝’ミ斗台ま。た∂本南穆培域渚已剤隊《廠ξ）2．勧則孜硬⑳役劉レ補i髄剃合野

の綱五・翻ラ剴るテ雍彦動tず、統∫ぐ4千ぜ喬乙を経

違欧。蹴ε・お。ノ如励碁姥碑・∪’しし？

ウ才薗⑳彦蘭分野夕、・、斧画す引司榛的にL編ぴ

絡合着旦剃矛まkしマ馨展レ、そ〃唇痢的飯凝灘、

殺▽的伺Ll♂着匿f♂進履レ評栖を万オ5κ後っマ

・・ろ。　一オル孝野クト調亙を主肩砺唆訂象ヒず

6分野β別疎θフ確按果1で嘉ず・θ、5多1ミ揖府

的彦究の効果的迄展を考†弓分野力・ラ調鋤蜘

鯉飯のオ倣タ種聾課題Lし2椛妬コ＋1瀦り

⑳楯”レ弛㌧就航と勅痴？認妬縁嚇の

〆
暖∀し？遙抑咋6釘応θ、咋鞠、すれ？ゴた。

姻碕随硫哲鞭斑履補・一・どαセM
ロンタ㌧ネψ死κ繊’（図1）抑疋浮1婁米グル∂°叶

帆成〃碑紗恥ラ短討ゴ煉欲。
　　ここZ崎当疋疲’に劾、信癒梼白9而翻捌・参婿

計㊨φ絃堂レ砲㊤観捌繊⑳劒卵訂⑥1こつ、・2級

者才う。

↑漉馴牧嘘三予馳の自絃撮魔βα・諸翅頃

　（0位置；プ2ク26宣ノ23句ん乞ロ4プエス山魂d『註レ

　　　　種高約qφ伶今雪面」二

　《2）矛想自恕狛…r：秤均狛彪ゆ・）一多戸6・

　　　　　　誓島倦笥盈吻ん一ず乙
　　　　　　瞬磁穴級1垂命！レ6D％じ蜘冶汐ふε

　ω頚模：翻地，P初瑠唾分レ、醐撒1醐耶．
　　　　・P坤～設鰹隊爵蹄，握，画ま麺、炉纐㍗疏’

　　　　　冬を｝縮レ磐観ラ副棘を勘鰯、¢姥～2ア初
　　　　’μ卵1緬蕨雄クDレ、・θ砺吊荏度〃葱終5擁し
　　　　　ζオρ～タクン之）

ω蒙莫階θ締査の称れレ？りz身刷

　醗轍㎏’齢確保’撒材・嚇織合、羨硫備司

　　・∫セ形■，。士●管ほ。馴（首時8参登渇｛1τセ

　　゜固昏あ蛇£袖痴甥。臼臓気性
②婁竃蒜翌鷺㌘蕊巖ご繊㌶
　　　・劔彦・損嚇
臼ノ赦冬麗晴観削］勲莫の投劇

　　。気象彦・繍層罐彦。w筋彦。蹄勿彦σ医彦

④斌冬達続翻別θ役劇
　　・る象彦・翻嵩層號鱒。釘体党申勧τ嬉

3．ぽ喬層鰯ll海府礫

砺唯裸顯
　矛巧諸揚象のφ挟的健オ障）特’r勤耐兇

　　　　一撞疏惇雌卿ヒレ締鰭卵1・一

②目　的

　のズー・ラ撫嚇彰の繊的悟瞬）軒舳嚇動。酬
　　畑’波毒P璃iわ禽鳶才価伝幕キ千r壬の3流

　』）観釧戚慨締酬甲・K千朔秘汁額・・

　　癩続獺蜘蜘嚇遙解胡’・繭3鮪テレメ
　　トソー篭旦楊り蓄閣

　ζ）極動也刹彦穆ア星臼ρ5－Pゆ砕藩耀為目馴ノミ

　　　’　｝

図．　セー1レロ〉肌ネ山塊ε観劇才買幌建殼予逐地
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ULF波動に見られるSCの効果（Review）
石　田 十　郎 東京大学・理学部

　　SC（Sudden　co閉mence臨ent）は、太陽風の動圧の急激な増加による磁気圏の圧縮現象

として古くから研究が行われており、特に近年、地上の川Schainを申心としたNe七vork，

GOES，SHS，ATSなどのいくつかの静止衛星のデータを用いた解析により、その観測的な特性

は、かなりの点で解明されてきた。このようなSC現象は、地球磁気圏にとっては急激な

磁場変動をもたらし、その結果として磁気圏内の粒子・波動現象に様々な影響を与えSC

効果として観測されている。特にULF波動に対するSCの効果としては、長周期の現象

では、Psc4，5，6と呼ばれる現象があり、SCによる磁気圏の圧縮に対するResponceとして

の、磁力線の減衰振動と考えられている。この現象については地上の磁場観測からその存

在が知られていたが、最近では静止衛星のデータを用い磁気圏内での空間的構造が詳しく

調べられている。また、Pc1－2領域の現象については、　SCに伴う現象の励起、強度・周

㌔曝㌶灘：ll；、鷲章：　・2〒・1醐セ＿＿，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓・　　　　　　　　　　　・一
磁場の増加によりベータトロン加速をうけ温

度異方性が増大しcyclotron　instabi川y力雪起

こりやすくなることで説明されている。

　　このようなULF波動現象に対するSC

効果についてこれまでの研究のReviewをおこ

なう。

右図には昭和基地で観測された

Pc　1のSC効果の例を示す
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メ亟土或ち点観測によるP5｝派動の特λ生

　　　　　　　　　　　　　　　411メ丘1，1萱　　ネ駈ら三告　　A、H“土e㊤
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1管のおよび5TAREし一与“でめ観測（ら山eト
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由しτは己働、wJ飢。JJ　w4εの両論かあリ
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Kδ阜度アイスランド共履ξ観測

　　｝、概疋
　　　　　　　雁藤夏雄・。福釦兆（極健疏）

　　　　　　　　醐イ正陳欠理）、Th、s⑳減3江昧㍑パエ，，尉

二碗鯵樹品は、南極、っ力る％如莞絶，み一ぬ輪善e日に殼覆、しち若♂嚇・隊犠一
ず1書鯵地ノ乏クジタジナ々彬惚の姥磁敏茨復

当バ．刊スランドのB輌刷ぷ43扁“
㌦肱。点り田已じ位笹するい・ラ閲⑫助傷須
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才／じク諸揚粂の発佐樵楕ρ狗麹助繊吃θ目

ら松にするンξ丘a閲しす多，

一 経邊一
　在匂硫」帥し恥s邸ld二あ・▽，イィズ
調看、杉ンィ⇒罐賜所り遥定箸の子嚇職蚕

砺・乞そ磁果纏骸｛覧級診愉楓象
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がで乞た。㌦跳↓eu　によ・い之感、没1・遂べ

多本楊鶴ぼ犠装橿陥洗置し、3別o膓り
藪醜腸ぽ享施し亡。

ぼ　杉ンイー

　　パバー⑳e型磁力対
　　＊皆一4ユカレ砿4宅す

　　＊じし戸一Vし千辮・陽

　　x・βメ弓
　　＊全采カメフ

瀞　才一ヲ戊轍裟履

　　ネ宕ジ豹ばヲ巳プ〔丁珍在ρR一之・のB）

　　x低違しFhイみしγダ℃任…ノ4C　R－r㌻（）し）

　　＊才一ヂ借ヲンフ・しコ才ダパ∫ONY　TC弓％の

　　‡路姫乳槙ペンし吟’＼（三衷8培ジ
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　イz霧の亀漁ピして芥錫鹿週〔鋤wぬ、）を

　殼層しち。

ぬsφ1｛に毅置し臼歓刀叉うピ民象 η噺し把設鍵しWしFアンテだ
五賜㊥巡
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丁γ旨爆アィ勺ンド知文あ観剥

　　2、毎磁泓鰍勧レイρ閲諺視敷

　　　　　福脅　薙’夢蔽籏轍　ζ紮逝研戊

　　　　　顧分　廷　（東叢　多望）’Th．54醐助ノ砺碗ζぴ｝γ，みピ1卯め

　麟晦磁ρ麟露気箕没如％る7イスラン　ぼ‘謬∂ク　・づ♂かぴw；超・／ζ乃
ド脅晦多磯在目ビの酩滋気3克分，培議民紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ例であ多、これらρ曉雲ぽマぜτβ4－〃

動3礼オ、凱戸一》L恥酩麹、ζ〃鴻導φ　んレパ岨百脚ば倒ユ’等L川のオ新副㍗
趨続魏釦ゴ／仕メ卵§はよ／｝編〉れ　蔑パ・存P菖ザ藩呈㍗上方・↓・ぐ弱
1く。存蓬べ燕霧吻ζ記隷しfごラ1存ヲ6多ビ芹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　zる艶閲関ρ噸勧武箆らレγパ
ラ㌧タ藩了ゼ｛ζ錘畝緯暢ψ1ζ劉、鶉しい・多〃∫、3．ξ目23θ／ρ⇒2ん〃ア浮ぱ多昆L鳥《ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ慣心綴該蜘くπ∫推賜ρ、3梅多ビ助調
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ減ケξ∫；，こ蜘ζ揖・ワ詐クー〃’7レ「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ麟ε万A否藩拶パ足・ア㍍この境象↓ま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芦乙』ξこ拷う雑5舜㍗瀬戴〃v皆麟姦イ拳葛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧潔劉に縫勧い　こρ呼麟ξこ∪以多qヂ＆ll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ↑混を姦過ぽこεま元峻イぶ

司夢鋼麟ρ酌羅情イ㌧タぱ藩影のタ原まぴ

剖議観劉薦ζらぜIJ。了袴ち嬬多争定〆功

㌘，zミゼけ閲｛躍鍵罵巧デ㌧タ舜影嚢解薪

生了多窮助綬酵とこζ、∪以錘もll’ζお・・

了観夢けwパ・・っ蛎幽牽第・魂象多籔考

了6．

1。

　牽培環☆ζ・舜ピ多8／3日／ブー／〃

911勃魏撰1期間ザ頻繋・く獲・・声乙2椎勧　参，飛・・在了》締多z吾ξご司癬Lぎζ¢㎡冷

爵ま蝕パいダいダ號麟≠れア㍉

∪丁｛ほ約／パrの艦幅菖ψっ綾ぴ在1寵ナ．¢滋気彦纏柱関蓮け・嬢ρレL芦1麟ずバ

豫響ミ緩ノ1∴在↑こ梯・τε〃鳥舜］溜励づ鎚

　ウ肴｛洞1）4

膓’穆躯轟バ弓助糧φヌ鰯紅‘卯
　ヌ‘臼劇『、z弱多羅多L欠。扉2］志タ

　Hz
　oΩ

亀4

ぴ2

　　◎

図1　抱：oΩ郷　13泊o

頻弊1《謄王ほ〃脅1ご掴昨援／診3ρ一

〃鞍・ぴアにぽ、5／ぽ聯z薩Pの司
欝債運イぴ望い畷｝霧パ範・た・

sξ渠セパ3パ983

f4：00 1髭o雛
し．

雀6：00 17：（泊 靖：◎《〉

Se俳。6パ983
図2

鯵

oアパ◎げr 07：3◎ 08：◎◎ 。鋤
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電離層一磁気圏におけ53次元電乱糸・地工磁場効果

糸長雅弘，　κ村泰一　（九入理）

　　磁場81む」鑓電二丸に劇連し醜P父βVはおCか・喜怜β賦ζ・こ分けるこ乙力でミる．

　　　　　　｛　　　　　　　　鯨・8・・）。考J。＋÷箸・恥、、、一・

　　　　　　　　（Vメβ〃c）又＝〇

二こに、ヌ乞沿直上角ミに亡り、▽hは未平勾酉鎖…、湯～掌h，‡水」早滅公ε養わ了。　次に電離

屑宅五ニノにあるノκ平藩ノ唇乙考え、電離雇電乳（∬在ユフの辞ノβに分ける。　即ち、電嵩し層迄

逼過∫る藤｝こβVc　g変化亀生す“5吉F分色Jc、β〃cg変イヒ琶生ヂる却灸EJSFと∫る。

辛」。。一一B帰⑭＋B、、、、（d－・）

辛」，，ザ＝　　β〆ら矢（」＋の一βyc，又（4－o）

，

÷J、早一一B鵬，（メ・り＋B“、，，5㈲・

竺J、。，一ら以（」・の一βw。．（〆一の

このとミ

　　　　　　　已1㍍｛一一玉研普・鯨×w㎏；°

がぶリ立ク。　ここに、ρ。1緬電荷密度で略る。電能層判下ぽ〈のを真空ζ仮辺づ丸は、

J茎U－o）二〇で薦る。　まrミ壺2カ“〉通常考礼てい5状5見（T之ls，λ≦ノoooOk疏）でば、o良／gt

り項1エJエ（d＋o）り項に♪し〔て無句しでミる．

　　静角％場合、電i5色層よリ下でば▽X8＝0である．　ピ耽改、‘‘磁気匿1におげξ）βげcは電寓皇
ノ¶に○見ψLうJc（一様電離ノ著　4）エ号合・に　戊Pe4er・se九）∫：」より　▲1巴．上ヵ・も宅元≧に二しゃ　へ・、‘さ」乞る．”

こ9定理｝まFμkμshi功α（！●6g／19ク6）により吉争的なエ易合に対して述ヘドS皮五宅のでセ）うノが＼非

責絢な場合に対してt胸餉ることが薮値的に確励凱た（詳細‡翫如こて）。磁気
圏ガζ②入余磁場獅電離層によりごのようる変iし玉受ケるかε考える際に、こり宝毘ぱ非学

に有却に鱈。伽Lぼ磁力線力唾直に立。か5場合りAl壬V編蝕入身は考んう乙、
川Jv翫淀に伴う磁場はBvcであるの℃、入知磁謝縄離層ぼ垣tる」、1こよりしやへいさ虻、

之のζさに同鴎に流Jtる」3，1こより借）54tるβ〃γC介地ノニ¢観測さ丸るこ乙になろ，　彰色平

面汲の場奄、βγcζβ〃ぬり＊、手基令は互t、に直友して1、るりe、70°回転が右在わ在る。　こ

5）他にもい3い5る応用か着しζ4tうが、芝り詳組ぱ講演にく秋告∫る．

王ere“CeS

臼k杁蜘砿，〃．クR・P．エ。…．∫F・・eR・s．J・陣，旦，別⇒27，／％7．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　並夕　　3亡一　牛O　ノ　　ノ？ワ6．
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地上おび静白羅高痴・和5SSCと閤連戒象碑比

尋馬瑳議ゑ』ぷ権

　　こ桓で祷躍i農（47s∠翻拓ρぷ）
うず一タ巷　七＞1二　s∫乙　と人り閤主

現象％椋主右っ1吉た。侮柄の対象は
工層芦勘間ちキ1心〉葛3ノ？ク5～ノ9θ／4であ

る。今回は、こ來きで6）研快で出τ主た背柾

4握島度にあ・け3ss乙の掛蝿・《・ま久て、煉

ザ地上．あ39目、高」匿粒ヲ夜勧の・ζ・Sまりと

抽朽に脚釦Z・3ひ㌔報鵠5・

　　惚L、脚二十イ峰葭に∂トUてO・SS乙の

権幅は駄の丘剤サポまり題著で奄く、叱～トて

の∠⊇ズぷ己で・ぽ●・一轍与大ミx亙セ）て

士項育3こてほ工く知5∧〔・・δ。一力、

静止惰昼高序｝こ～s・・Rは（図⊥）［こ苦ヨおに

ss乙の脈幅o飾1で大ミ＜、夜側〔は
キ犀に小さu＞人｝う顕蓋与∠w鋤ε編性
ザ由5。こ依｛8劉に干尾嘉、なごヒでほなく、

堅璽籔罐λ§露誘霞訟i
項理扇碁B度イ（L亙示した。辰側で’圧縮∀丈ミ

ぐ緬纏1コ辰個謡鉢て夜卿・与茎に
つ來Tl卜匙くな3ど人ユう∠μ、42カ㎞巴／宋る］丘力、

静止衝堅舗にぶて駄定鞠・湶在して

福面　港
（極逝研噺尚）

・ぽことを斥唆Lτ∪ふSSO仁伴，て、

こη舌う5ム×2碗乙・鮪］’勧m魂ヨ5
こ〉ち・仮定干3と、（国工～に貧s爪5・忙亘■

は、磁気圏今穣遅…によ5蒸碑套已○
刀ll二不患議、6こ・乙τ・は与9。（回ユ）つおな

臼麺」よ叱ひ一階れやM・・姉ぷよ
1こよ5磁璃⑩＆よユ⊂仁合孜ヨ3こヒ芝考嵐

才3とま盲喜ヨ泉イ寸叶≦爪5。　ただ’レ、

（図i）で夜但申こss乙にイ千，て艮縮（磁鴫つ

増オ妨と葛蔑’二膨張（磁場叩洩少）’こ対応

苓3褒動か哨と艮5張5。こ休巳碇条つ
磁楊個」£τb予洲こ外唇・，こヒて’う生且に

値才5。

　静止俸昆高度に哀・・1τ噂、東応外うつ

為鮎ρr勤モカ1ニモ鐙蓋な∠⊇輪己偏惟
力当うれ5、再与袖5　剤側㍗わ動｛3豪と

向芒、1〒衡劃で栢動ほ05をf司く。こψ）こつ

1）てτ、〔国ユ）」こ隻≦來55ラに、嘩病S句

（む一鰺）1こ郎爪5日要イしかss乙’ン培て

強きsしこを考え小1ず、当魚の帰奉ゴしして

予訓足旭。

D÷　V頗IAT℃N　AT旺G田YN（｝イR㎜　凡TITUDE

SEP　8　1978

SMS’GOES　　L◎CAL　TIMε

（回D （図z）
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縦鮭蹴蜘たSCの鳥1⇒・七1・M継七ついて

亮く野募、寵本徹、福吻洛、佐藤夏雄
（幽大）　（京犬擢）　　（極地祈）　（極跡）

cl。dw｝，，」｝．。。卜。，・。帥lex、・。≠卜cl。、kwi・e、

cα瑚毛鉢d㏄』Ψise（c　leQト）φ子っに》額を行ワ・た。

　杉図ヒU二れ1ユ3ヶのSCにつ“γ、ゾーD面
のレ・1・ト〆・刷。・・lt｝徹ed・p・・4…ノφ6繍護

r果を示レた十のザあ3．　こ4川頚がタ云え3

こヒ｜τ♪ぐ・〃ようブあ・fヒ．

　（1）屋閻側（‘パ就）γ’‡約9劇お‘cle妨SC

　びあリ、婿κ目中（匹ぱzだぼ全レψvde姉

　SCびあ。た，　Xれに対レ㌢初翻則（18
　M6《）τ♪ぱ約ク劉≠m七一cl邸トSCグあ。た。

　（2）　cle瓜トSCに丁寸レ膓楠但‖（0〃12L）び∫‘

　ミ≦〈7」〉劉’、－COロ、η｝七eトclockwi5e．τ・あリ、　」｝」後イ自U（

　12〃24川情的捌’“じ1。㎏w；、・ぴ・玩。

　h。七．cle小SCを／含んだW彦果γもそ十㌢ん約7

　劇タ、才節・劉ヅc◎婦eh　clo斗膨；∫e、午径側ヅ

　cl。〈未w；∫eザあった．

繰③IT　WII・・仙】S輌・・（｛？6］）姥上ヅ

　　／ノ78卑8目ヵ＼＞17980∠手8Rよ乞4）（ヨ｝OES　ψ、絃『綾果と一致し、彬髪し屡］みΨzグ〃）sもock

2，3㊨静止衛星によリ観須Jtれた滋湯『麦動の　！フ醐によ3磁フ7線♂籾動の老繰としじ二η

digi七・ld・＋・媚いてSC叫。1αト；3・土；・・φ絢生P。｛・・18』砿汐伽効・靭1磁・恥乏3・

について多固バた．　頗々は次のようQ2っφ　A卜4kiα，d　A‖加（1〕曾2）1て工HS伽蜘oトk4吐〆タ

ぴLe南佃『によ・てSCを選｛砿した。　Gブの解新によリ、約‘4’〃7ユ゜η麟膨［緯度〃彬・

S」（ふレ‘宴5｝cd　D止‘’（L．c。レ，EJ．）♂中ザSCと　PJαh〆；oM　l4↓瓶4；Miトe悟sd戸出窺す3こレ

しL2耐杖上魂劉汁漱封わ鳴こを示比．こ＋臨X上斯徽物SCの
ヒ。　（2）H。．o【止（地磁氣度21．千゜N）ブSCの彦化任Pb之㌦酬⑭図・巴やb改｝狛伽♪・1∫」≠1ラ〈

㎞レ1民≠（△H）夕v10僧T孤上ブあ3こヒ，　　3／、〈ヲ〆づfU」のρ、ゐ合1、γトe陀ぬ／ヵW

調べヒ期向の印ピ、臥上の2っのc温eいlo例仁　硯レ、祷推7ρ・L・；∂志〆の特桂㌃示子わ隅し

よ。a選．ばれ丁二SCの菊（は‘4ヶτあリ、2っの考んζト3。　Mk。”斌S⑭蝋（て？6↑）〆用

衛旦τ膨則才れたSCの教は楡針γ123γグ　s・じパ㎏止λ久も瓜の㌣ゾ、弗茅多ボゾー香～弟緯屠〆

あウた。　　（≡｝OES2，3の滋場試α』¢」∫HP（免殊　あフヒの1∫（二‖c2e（ζ千，ク’∧／ノ2一あハ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も・〉
㊨回転軸に乎行）、HE（城1抽）．　HN（面ア司王オ　徽∠）嵩い汁γ｛τトeVeト∫Qlク｝海こフ｝v、克丁

イゴz角オ向）の欠理彦標びの3窃（》か£r拷Fっつ・、、3　自乞1生∧あ3．　　一す、　∈OES　2，3φ・仕置レrン

カ、〈∧ぐぽ地磁4｛座標z切B（凄力線ナ向）、レい3磁力線の地若面τ・の根乞ぽ晶。le止イ爪グ

（磁η線1こ直角な姥裟方向／つ（西向壬φ方仕角〉レト珍’d＼67千w，‘ク、ピ〈／し存ハ、このトeγ之トー

才角♪φ3ガi分に座樽燥左行な，た。　SCs4｜・雛・申μ）＼・膓、9し彦乞ζれ〕♪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　偏∂∧＾はWl・晒〆S暢1・・久’・L蜘に後・をSCα伽‘litde（△B）ヒトise　ti働e（∠羽「）し1二よ・て　P

cl，α，　SC（△B≧研、。d△丁く10。i。）と，。七d，。，　z制w頑緯度のようη鶴踊魂寧

SC（△B〈よ備T　or△丁≧イ0例n）ヒの2っ↓こ》類し、｛こ《ド3福奇珍ワρ。κト0衣必㌦h∫e伺∫e’ズ示丈なuこL

杜・輌・も・川・・…セd。・』・1・e（・leα・いか・へ3・LO6』t　l川［DEPE慨NOY

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100，

80’

（δ

6
0
　
　
　
4
0

］
←歪

］芸
］
差
自
⇔
⇔

02

n° 塁6a「

char　S6

0　　3　　6　　9　　12　15　18　21　24tI
囮610ckwisε（616a1）　［：：：］600nt6r鵬106kwi88

囮Cl“kwis‘　　　［：：i］Co“t¢r　Cl“1wis巳（tl‘ar）

［：：コ1加arorOompl8X
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を勧上τ・9ラ．・1繊叡判

　　　　　晃十微，家み後麦，多身望永

　　　　　　　　　　　　　　　（京樋ノ

　　　／98ρ年3β／9θ‘βヂノ舌・タστ

　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　ふ更シベリ7μ砺ρ”別み’上便婦
彦3｝・～・ア・釦でメい和テ⇔石婦
微沢γr多解衛皇〃〃白メμτ’よ50’こf≠ラ

首ルε疾4’ノZL

　酬右哩・才らcε飾！仁タ・助廉
9デ’一タを．　宏便・Tそのμ孝弓ノ∨σψぬ／－

w的？鬼タμ品フ〉↓〃ρ幼ρ〃ノε示17

1・」．地L、嶺3参…z録，81工．王りと（

り・・加ぷ∀岬・ψθ玩はあ『リ・
二 幽f㍉オ∫寿1τ街皇ウθ，ρ’：エセン

ス↓μガ“疋，ρ〃“蒼）　〃ノハ9！レスゲ’」莫吻

力之1・∂1よ）　‘こ見2＿5。

　図λ砥μメ凌ラ〆「勲互1二；£〉上oノ）°

・昧の・’咋滋堵知レワ杉レヒ、地

上勧判耐ブのβre〃泌槻γ∫爪μ／兄

クノし手磁窄ベタノ・〃・〔焉μ夫砂ノ王

ふ2」乙・・3．　＝9回〃；毛オr去ヲ　3

乞兄吻れ｝ハ’1レえゾ電擁／を上下ブ匿

巨二え　2’あ‘　二」か＾れカ‘多2・’あ3　♪．

　毫…イ1＝丈ψ上似洲所τσワrel川照ツ

・州・・ζμノ，初吻〆州5e確ノ、と／・w’

が顧鋤1／左／｝°ノL／又り仁・一ノク庭戊ザε

戻∫。　M46戸〃ア〃が8〆スぱ地上りμヱオ

ハPエ・倒・R該’川生｛写奮ガ叱パ・

　回31係烏u手陶タ解‖ミしり輻か｛う！ネワけ吻

叡ヅy∫・「のデータT㍉珍3。　アラスカタェーし

0叡碧Wl「‘二ぽ匹バ趾吻μZゐ’リ’足
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AKRの伝搬モード

橋本弘藏（京都大学工学部）

　Aurorai　Kilometric　Radiationの伝搬モードの決定に関する研究にっいてのべる。まず巫RがR－Xモードであ
ると信じられるようになった経過をみてみる。Greenら1）はHawkeye　1，　Imp　6，1皿p　8衛星の観測に基づ

いてぷRの受信領域を求めL．R両モドに対するレイ袖イシン夢との比較からR←ドと結論した。ほかにllawkeye　1に
よるソ←ス領域での加トオフ周波数の測定，2）Voyager　1．2による偏波測定，3）ISIS　1で観測され・たAKRの下限周

波数とサイ加トロン周波数のギャッフの解析4）等がある。最近では、DE－1による偏波観測で，　Rモドであることが報

告5）ざれている。しかし同衛星ではLモヰも観測されており，Jikiken6）やISIS　l7）でも観測されている。

の㌫漂ぽ罐霞こ蕊5羅璽瓢3鰐こ㍊㌃鷲篇慧㌶
る。1）2）3）ソースの高度は観測結果にあうように決める。D

　そこでLモードの観測をも説明できる句ルを提案する。ISIS　1による観測4）や．電子密度の少なくなった

Plas咀Cavity8）からAKRが放射されることを考慮して次の仮定をおく。1）巫RはR＋ドが主であるがLモー

ドも存在する。2）ソースからは磁力線に対して60°～90°で上方に伝搬する。3）ソースの位置は周波数とRモード

加トオフ周波数の比から定まる。こうして3次元レ朴レイシ功を行なうと，両モ式が到達できるところでは強度の

強いRモヰが受かるので，＋ロラ域ではRセドが観測され，高緯度昼側や低緯度域ではLモヰが観測されるなど，

今までの観測をうまく説明できることが明らかになった。また，これらの仮定はロ廻一ン不安定にもとつく
理論9）と，。、si、t，。tである。
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オーロラキロメ．一トル波っ方欠射機構r）新理了命

大家　寛、　　4反島　牙佳英　　（東北大　理）

　史［王求のオ垂i虫上層フ。ラズマ中よリオーロラ現象ヒ倖な・・放射ざれるAKR（αur。m・lki【o怜ε†rk

頑昧∩）は，その発則・人来，典型的な惑星電磁波放射現象の一，いて，穫見測、理論の繭

が9りくり注目き集めてぎた．本・論ほ、静電的なプラズマ波重力が，オーロラ粒子を加速する

加速域内τ“歳動粒子相互作旧の結果励起され，それがモード衰換ドよ，て電磁波に蛮換これ

ゐという立場に立っ　て，　AKRり起源の研☆左造めてきたものマ“ある。

加速域り内部に鳳，b・α怜の形て・タ陪rつフ・ラズマ1・却1相対的1・速反Wで鋤編向に

運動口・・るプラズマが砿ヲる。このビーム・纏度齢ぱ一で碗く，そり中・AKR
の・ri和となるz悌kW・ヵ漣ラ・ダウ過程・“励齢パタ岬つプラズマ・と伝括繍始
了る、こつ時，媒質っプラズマの逗動速度・う非一梯性によ・て，隣接フ・ヲズマでほドップラ

ー
効果によりこの波動り周波数が変化可る。麟なわうノ

　　　　　　　　　　　　　　　ω！＝ω一L・V。
この周波数愛イヒは9一長図」二の議論ド立フときノ相轟弓る分散曲線巧間の・盛合Σ許ヲこピに

なリ，大ぎなエネ1レギー変換が期符コれる．

繍⇒加速域唖傍で哩勤・…ゐガズマ凋馳フ゜ヲズマ鴫醜・ト咋』…」・r5
モデ1レで表窺し（F｝5’1），・つ周波数敷化働栗を取リ入れて，。・1鵬i・である区巾w」・w・陀

ガハ散射モー｝ごであるL一θある、・はR－X㎜Jeへリエネ1レギー安換のオ羊子を数イ遭的ド．検言卜tた。

その結果ノ」沫質つ7°ラズマり速度の非一様」生によ・了生ビる質ヰ負つ効果がノ媒噴つプラス・マ

魂度り⇒ト様柱・課因す砕換つ効累・相おポ静電的なプラス・マ波動力・電磁波呼換
コれる事を示弐た。（F湛・2／F；ハ3）塙にL一θっMJ¢とともにノ蓮度の不均一｝ト生・うあるt易合に、さ

《一）（mし。」巳り故射が可官ヒであるミとが明～かとなフた。
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極域電離圏におr†3Zモード波の糸勲杉モード’変換

宮1司宏（極］翅研）

　Z毛，ド《寝c｝ノ周5皮数茱琢｛に。〈〉〈手uHRに　　σ）な董角ガ“（α）5㌻（b）30θ，（C）8‘5°の場合に
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鋤舗る．二嬬τ，晦嵯地τ受1ぶた工巨れ・、6．レoモードへ・変換効敵
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藪量的磁気圏τデ1∫レド劣δ7ρラズヤ討竜㎏磁気圏提象

　　　　　　　　　恩藤鷺w、相え加弘（電鍛／研）

　　M鋤一㌦・チ　・ld（田∋1が4イu⑳磁気圏イ躍♂磁場観孝し1ク・3牟めた

縫的磁湯τデ「∫レレ様彪場モ刊・梱・1て嚇ぽ巨離仰飼磁麹

雇鴎謝（た．鮫ヒ陽抄磁綱苫遥酬1・オ錫7ρラズマカ随計

暮目乏。　吻諦果、殊ま⑳奴極ナ磁場τデ〉左用・1た楊冷ヒ遠》てよ声

妄党・聡・cズ’のう・＜ち斗膓レ励瑚』痔（18～2WT）セ止・一γ諭・

W癖（1？蹴蜘擁端官1・龍楓埼）障々引茅動幼
マΣト1レオーPラ（）イ♀う高；知しギ㌧厚チ瞬下／鍛城ぱ、δ」トk・ηん丁髭子の

屋イ尼しレ　っド’り7卜協助㌢3江ぺ・｝ドよ・Z説萌Ttきとζうド．ξφれ5・
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Vし∈ダクトぽ〔1菊1こ」ろ夫地工∧の伝㈱％，陛
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　　　　（　　　▲※夫ぢ　　　≠ぢ蹄
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局在化電磁流体波の電離層入射②

　　　　　　　　　　　藤田　茂（気象庁

　　比較的周期の短いPc－1程度の磁気流体波

は電離層F2層ダクトを通り柿岡等低緯度地方

まで伝播してくることはいままでの研究によ

ってかなり明らかになってきているが、例え

ば、Hayashi，　et　al．　（1981）の高緯度地方

での脈動観測（局在化入射波の存在）を説明

出来る理論は数少ない（Greifinger，］972）。

我々は局在化したAlfven波が電離層に入射し

た時の様子を中性大気を無視する簡単なモデ

ルを用いて明らかにし（Fujita　and　Tamao，

1984）、同時にダクト伝播特性を調べた。

　まず、観測から予想される適当な空間分布

を持った入射波を考えると、入射域直下の地

上の透過波の波動強度空間分布は入射波と同

じになるが、ある程度遠くに行くと透過波の

空間的減衰は入射波のそれよりも小さくなる。

これはダクト中を進行する電離層Hall伝導度

により二次的に誘起されたfast波による効果

である。一方、電離層では主軸がπ／2回転

することを除き、偏波は変わらない。以上の

結果、入射域近傍の地上での磁場擾乱の様子

は中心付近では、主に法線方向の擾乱が卓越

した左廻りのものになり、その外側では、動

径方向の擾乱が卓越した右廻りのものになる。

この結果は観測で得られたものと本質的には

一 致する。入射域から離れるに従って、擾乱

の空間的減衰は小さくなることも予想される。

　　観測とは離れるが、局在化したAlfven波

が電離層に入射した時の地上で観測される磁

場擾乱は、我々の計算結果によると、そのほ

とんどは電離層Hal1電流によるものであるが

一 部Pedersen電流による磁場擾乱も含まれる

ことが分かった。これはダクトを考えたこと

により二次的に誘起されたfast波が捕捉され

るために生じる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70
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　　さて、次に二次的に誘起されたfast波の

電離層ダクト中の伝播特性を調べた。この時

は中性大気を入れたモデルを用いる。これに

っいては、過去多くの研究がなされ、伝播速

度、減衰率等観測と比較出来る理論計算が提

出されているが、我々は減衰がどのような機

構で生じるのかを主に考察した。即ち、電離

層（E一層）のPedersen電流によるジュール損

失、Hall電流によって誘導されたAlfven波が

磁気圏へ逃げるポイティング損失、及び地中

でのジュール損失の効果を調べた。

　　伝播特性についてまず特徴的なことはカ

ットオフ周波数及び高周波数では減衰率が小

さくなることである。カットオフ周波数付近

での伝播波の高さ方向の電場擾乱分布を調べ

とダクト中よりも磁気圏におけるものの方が

大きくなることがわかる。磁気圏には波の減

衰をもたらす機構はないので、減衰が小さく

なるのである。一方、高周波数域では、電離

層における電場擾乱が節になるために、減衰

が小さくなることがわかった。

　　Pedersen，Hal1伝導度に対しては、これ

らが小さくても大きくても、減衰率は下がる。

その理由は、電離層電流又は、電場が小さく

なるためである。又、Hal1伝導度がPedersen

伝導度に比して大きくなると、減衰率の周波

数変化は波状構造を示すようになる。Fast

－一 ＞Alfvenの変換はダクトによってある共鳴

的な振舞をする。
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太楊鍵度・空間碑
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　　太楊が奴極型｜：近い」羊i純なヲ移の一般碗易　♪イθ個㎞（lq84）は多量∩人エ耀（ハ輪｝1値色

額4つヒき磁気的な南北両半球から吹き出づ臥・ているのぞヲニタひ精面さ裂、・もの0・磁

太協風敵れぞれ勲る極性磁易ε太陽表鋤碑緋麹でしカ・カノ“一できて・・な…
面よ矧き出し、その瀦果惑星間空間，a太陽電この両老ε用い椥ず中低繊力・ろ高繊9τ

流面と呼ばれる磁気的・（中性な面により磁場精度良く表〔ウ謬験式が嘱られるごあうう・

極働馳る二っ蹄録繊灘2掲．一般図1の更線綱者に臨t一托お曲線として
。太暢疏輌噛蓮面、醐して傷・て居ク、太得らぱものて㌧vとλヒφ関係、ヵ・・
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弛口ぱ磁気嵐力、耀恒れるほZらね・・

高畿㌫罐。、嚇磁気勧嚇．きτ

才かのぼ；て者える必」榎がある。

　　幽m。d。相k。・。私ζ1例1嫡単な太楊風

毛デル媚パ太暢磁貝圏彪叉元楢造雛
定した．実際の太暢磁気圏の構造乞椎惣る

・，、コ、楊近傍でひ太傷風の豹貝》布Lコロナ

鰯の構造蜘砂尋力噛る。者ず物成
してここで1欲叙々はΣ閉00孝Hθ月ゴhou5θn（1983）

とぬ㎏蝋。馴銅ok。foα肪4）磁堵ぽ紬果
ε膓ヒ敷しながら太千易雌（∨）⑦太暢磁気緯

度（λ）依存性にっt）ての新い・経轍乞提粟

一する、　図ユの互線1さZhoσ4Hurkゴhくコ以5en（∫今9

3）が、仰76茸中のエP5（輪rp／・ηd⇒鍋耐
lo十iση）より柏…定し1そVと　kニコに）ナのノゴβ（二（M2ヵ〈，ヤη《ノ〃7

鞠㎞・鋤…）カ・ら推定し磁緋1迭勧仕
置調。て得た勧て・あ’力級編Q月細陥
∂oξ層θη4励（1《ヲ84）が“f976，∫9ワワ4における人

エ衛星に」ク癩12れ液∨と太陽光5磁場の
裡線方向威亦から粧定ぞれセ1磁気中怯線ひ位

覆とε用いて得た結果である・Zhαヶ4月θ刀くえ

わωserし（7483）’」工FS（カξ繰ε用、、て、、三）↑≡

めヂダの精度1ま良くないか・磁気θ勺な高繊帯

∂「じカバLしている。そル1Ll（反してHα始励4

と1表一さ才しるとイ友＿定Lているb

ここ　で

㍑㌘叫λ・δ㍑1竺「λ・・°

　λ竹＝0φ，　〉ら＝390眺　て’ある・

　　　　　、》猷●ソ…フ多t篇し7之∨と図1にテ哀

し巨嚇〕値と励峨を示している。白丸la

施㎞〃酩ネ～％順㎞伽θ994♪ノ里花1まヌゐ砂4

気忽の洛生機膚醐バる，迫太ぬ㎡｝伽蹴θ493）の報老繰玩し引1る．

　　　　　　　　　　　　　　　700
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Enhancement　Of　Polar　rain　and　their　relationship　to　Solar　wind

　　　　　　　　K．Makita　　　　　　and　　　　　C．－1．　Meng

　　　　了aku8hoku　Universlty　　　　　　　　　　　APL／JHU

　　P・t・・C・戸鰍蜘・・…ン・㊦φ柄ヤ中忘編・・」寸輪ぬバあ内
ル』（ev）∩⇔ざ〉・射レz・・る…　まW…7乙・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d】IMF∧妥重ゼ（精ピBx）との租園、雀見．ら㊥獄い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）エM乎φ絶索r値ガ亥釦×づ（きい　（鬼・4）叫Hム烏▲几」〈、474）寿L武報影し之、‘るべ、こ

の現象ぱ嬢専」慌ぷツ、P。ノ4rw㌦と争ブヴら　（3）x彬艮功メ夜ぶ’大之い

尚伝．こ⑳瞬・r頂㌦の〉・雌1オ・才一“ラ捧　　←9弛Lの⑪じ・対応武見ら忠◇

の入均寸r書KWべ≧ヒ　、ふっう1ケメ以工．芭伍
や値であさ（駄・w喧1詣aパψ輪爪⊥ゾ剛半娠でご儀・・」叶Pψ・而こ×あな内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・垣肝ば動（鰍8x）との相閤ぺか．（与2）微、引。己拓《・・、・・以下翻〉ぶ’⑭ぱ

ド而必はlo7泌』μ一．、～γ以工であも）・

　い’しなぷ・庁・砕・句全・鰍’下麦
弦“東与爪ふリ込汁試見ら淑ゐ〉い≧＼あゐ、

　　　　　　　ぐグこ▲をミミで情E爪編醐」・1留氏rばばとワチ

Dここヒkすぶこ欄劇ま》加斗坪で、》
見ら甑ないこヒガあか、ボ、両午禄で夏ら㊤る

こ・8輪・と・共・砿叫は帆球・

碇）IMFの砲汁値1まあaソ大芝くびく，埼定レて・・∂．

心）太助瓜畷夜1で小弍）・

凶凝工φssじヒ偽灯ポ・ぱ見らかない。

嚇徹が閤いてぶり、太陽鳳⑳彰準を鏑度魍の巳仏rζ

喰々賦輔ぶと地・こ〆玩一・賦・f魂承のよ

　漣らの翻はり（A）・疎1急太陽貝プラ欺

物痴フプ・斗べ燐姻岬突ぽ鰍・
葡・らよう勧リ・（B戊の現鄭IMF×　猟

　　　　　螺総竺趙ニレ樹

砕r伽バ婿品い噛さ城下註ほ三…
い占の爪醐〔らこ・は、太秘瓜・弛聯気圏暑ξ
との租互う乍曹控理鵡すさエで唾昨なこヒヒ思　　｛｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　已

傘サセタ予な）k・陪方しF勘問は14可合」年8月　　…

・門・ぽ囲載・は醐余・・あ・・三
このうら顕項な魯R｛・“・」。チ瓢氏／ゆれ、古　　巴

3‘ロ司見らト秩・更げこユふく見きと・｝｝斗・三

汗てのサフラックλの滋」呪×見られ楡口×、

ユ6・司・捌・鮮球で遵バ見ら戚且ぶ、

b・岡であは．ミミぷ滅輌麟・し
て・50eγ6・ら20　ke7の品識ル倣“＆／砕冗W

へ
1♂e佐嫡、s．sr、スよ一∩きハ●i選ひ、円午ヰと
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才一ロラジェット電流中の露場／尾気伝砲度の相対的重寧度

工旗碑介信産た曝）・罐　丈彦（甲完×彦雛）・薩・杵良一（極地研）

ガロラジ⊆バ竃丸蝿融縄電流砥て分黎し（砲笏照）、縮蜘こ租対的重
蜘儒／腔として屋湯の商比成介の韓ヵが劫い竃鹸の峯闇ゲ市c下囚克）互得た・〉れによ

てい力の官、②竃賓伝噂震の影階ヵミ穴きいの　る乞、婁液キ朕議が・わゆ為嶽ar加3不連続

バ、（き世れヒ毛両墳＼引司じΣ元官蓼冷ぞ童細こ似E癬嫁が牽筋に毛彦E寸ゐ．

電な鍋・、の問賜ま、膨離層一磁頃同の綱互　　2．約1葬分のすグ川一一ム（約1500働

作用やサブストームの生成プ助スド直接関次治統爪輔『糾ヒ佗ωv¢ワp脇cぞ、ジ

係嘱難宮間齢協aべの嘗剛レーWト麗流の看観・嚇瞬バ．齢ヤ細諺
ダ㌧1コろ“か恥ノ直接的なミ観剛こよ1ノ、　があ否こピバわカ㌧た．前看ぞ井、之の潔心

才一ロラジエット膨流坊担い罰憲、乎均約に　が員液中あ8いけそれ以前i二あり、後看では、

覧弗の南酒句きジエ・パ）比〔喋綿うジ薫　朝元（＞3仇ア）仁ある．し壬が・て、この

ヲト〉ガ含乞H訓伝蘂度であゐこピがわヵ・統計を仁の泉螺ヒ合わ也ろ乞、サグストー

・てこひばが、上謎う囹劉ま、才一ロラ分ムリ鉢pa煽ぬは、真必村ζ乎心と3『る竃気

布蛾端力耀論分砺蛎瞬仮翻塞揚借鱗度嚇尺…はる▽▽晃・買らい
に入れ、茅疽なく説明竺れ馴フ刷ぎなら奪い．締粟に到蓬亨る。

でら1こ、二れらの関係感サ〉ストーム賭閲戸

よデて暖わるこξ彰彰えられ為。

輔購べWこの覧湯／麗琢娠殉鋤担対る依剤隻猿調べた
的メ転亜度と，ら蹄頚を次の3フの方法ぞ擁う

てみろ。

　ム。

㌔竃蜴・違気伝嚢度のデータを地肴時によフ
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　3，ジエ・ソト瘍琉のべら｝こ微細旙蓬を韻べ

る玉め、竃場／伝蓮旗の重匿震の緯衡二対す

　　　　　　　。い之っがの恢安脅もピで、

“G鋤脅3麗流♂笈合㌧の緯覆褒紘・∀グ
ズトーム褒比乞、Ch醜a砕aレーダ㌧のデ㌧

乙悟紬k・いヂ翻愉川署らい殊調べ鰯姉矯流品齢で君え昧
　　　　　　　　　　　　　　　　　る。
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　　～りし，グは、ビーム幅5ヲ4反のペンン

ル1ゴームセ箏1図に｛τづrように2本イ乍り、　支

互K切控1して観測t竹クジえアムでψる。23

次隊ぐ・3、倒z玖放13捌佐ほ（’も・左が、

24次↑みで｛4新たに、〃2〃戌の遂イき▲宕t該置

し、）《｝漱払箔性り止いを散飢｝良のスペクト｝レ

解幼n’3明⊃∀ピしよ戊としている。

　　レ’ブオ’ロヲぱ、L一ダビームとβ麩ヵ

Ω・拍角嵐びタ・液遊傍でしひ助λカい
β∫μdρ・5；加ウの性箇が畜るため、
躍5wた髪田憶・59エコーしか望信できない。

乏こで、2以隊四フ噌／之月1・β嫡妨東
玄岐力面に1、土アンラプを向ヴ観測色試劾た

ところ、　ロングしンジに」フ

左ろフクーがeられた。こ

77

　　　　　　　　V肝ドツ7ラ，レダパ魂或踊動
　　　　　　　　　　　　タイナミックス．り4邑）則

　　　　　　　　　　五ナ嵐凄良パ，・いパ諺＋，倉套康知六，軽川2－°．㌣況威閤◇

　　　　　　　　　　　（夫電液廟．＋電麟〒斑．θ栖屯疏）
　　V〃rドク7つ一レーダによ54⑦θ・lld、　S川己に執己Hf囮ぴ、1そ〆eβ友’r巴に〃戸

川商直り’籏として、／タノ24ユ踊・駄・さ設豹づ計直ぴ堤まさ妊いる。力
∋輪錠W垣杉劉醐暗鯛き民りていゑナダで眠♪触つβ1・友在ん頗砕んき閤
23淡隊で’ぽ、茅2図に箒すよクに、スペフト湊牛て【壱ラ。目ζメレ基杷gL一ア↓アンラナる

ルt一ド、ダブん∫ぐ｝しス王一ド、茨望ε一ド’φ狭良まwえ、1ず、麗杉よフ広髭囲の麹洌が脅

⑳8っり棚］左喫苑し、1緩ぽ1年間鍾髭殉に　んるクτ、今後ク投ξ3謀題ヒしたい．

デ’一タ差取得つる二Ztドて＾きた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≦ピ

9あ間’乙3の》／μρκ例〆

・広細にわ左多働醐19畏b
狢さ札ろ。

　　こ嶋でに諏得デー　Ma「
タ斜4にっいてつ右リー　Ap「
7⇔のト老イ乍成Lば躍高　M・y
皮に劫脅・ト眠の繍、　Jun
βエや帥セーシ・ンヒしε、、、

一 ブプコー今関係、バjし一ンδ

・・胴観測ラ㌧タ，鰍ΣAug

　　　　　　　　　　　　　Sep

　　　　　　　　　　　　　Oct

　　　　　　　　　　　　　Nov

　　　　　　　　　　　　　Dec
　　　　　　　　　　　　1983
　　　　　　　　　　　　　Jan

オ≠θラう形態乙電離層●

場κ閣する解句を竹フ彦｛冗

拶全田ゐ郁！｛ま．づ後↓允ξる

づろケ巴℃ちる．

　　南極にお｛フろユヒ，レ

ントレーブ俵麹在のとこ

ろ郎初嘉他タゾθrレープ
し．δノ2．しこ．鍍〉．払傷βワと

乙．

8；ぱ・民一’㊨二r≡

穿い司　Vθ「し一アリ観測髭囲

　Syowa　Station　50　MHz　Radar
［：：コ：Double　Pu｜se　■：Spectrum　唖：Meteor

　　15　10　152025　　　　　　　　　　　Days
第2図　vHアレーブに♂5観測期間βび勧則τ一ド
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高緯度Pi2脈動と沿磁力線電流
樋　口　喜　啓　（山形大学工学部電気工学科）

　　1．はじめに　サブストーム開始時に発ことがわかる。

生するPi2脈動は、その最大振幅がオーロラ旦＿一偏翌亙性　AEJ電流を境界として・そ

オ＿バル近傍に存在するということは、観測れより低緯度側では左偏波（CC）・又　高

結果より、指摘されてきていた（1）．しか緯度側では右偏波（CW）特性を示すこと
し　発生領域に近づくにつれて、オーロラ・　は、知られている事実である（4）。第2図

エレクトロジェット（AEJ）電流にともなうノ　は、その一例である・H成分の最小地点を境

イズのために、Pi2脈動は隠されてしまい、　界にして低緯度側で左偏波・高緯度側で右偏

その特性を調べることは困難であった。最波を示している。偏波特性の地方時依存性に

近、データーに最適な偏波フィルターを用い関しては、結論は得られていないようであ

て、AEJ電流に起因すると思われる雑音を　る。特にAEJ電流の真下では右偏波特性を
取り除いて、Pi2脈動の発生領域近傍でのス示すことがわかってきた・上向き沿磁力線電

ペクトル解析および偏波特性が調べられた。

（2）　（3）

2・パワー・スペクトル　第1図は、1979年

2月5日（05：10－05：40U．T．）に観測された

流の存在するところを境界としてAEJ電流
の低緯度側までの領域は右偏波特性を示す。

　　　　　　参　考　文　献
（1）　Jacobs，J．A．and　K．Sinno；Geophys・J・旦

Pi2脈動の7つの観測地点でのパワー・スペ333，（1960）（2）Samson・J・C・and　B・G・Harrold

クトル解析結果である。7つの観測地点のな　J．G巳ophys・Res’旦，5736・（1983）（3）樋口喜啓

かでもっとも低緯度にあるLEDUでのスペJ・C・Sa恥on，H・Harecha｜・G・Rostoker：磁気圏

クトルをみると、8．3mHzに最大強度がある
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Substormの効果としてのPc1地磁気脈動

石田十郎、林幹治 東京大学・理学部

　　Pc1地磁気脈動は、磁気圏尾部から磁

気圏にinjectされた、速度・実空間に異方性

を持った高エネルギーの粒子によるcyc｜otro

nresonanceで発生していると考えられてお

り、磁気■内の高エネルギー粒子及び低エネ

ルギーブラズマの状態を把握する事が其の発

生条件を考える上で重要である。

　　我々はカナダでおこなったplas陥pause

latitudes，auroral　20ne，subcleft　latitude

にかけての多点同時観測の結果に基づき、ス

ペクトルの構造から、大きくperiodicな構造

の見られる”periodic　type”と、periodicな

構造の見られない、”non－periodic　type”1こ

分けられ、これらのPc1は、緯度・local

ti■e　に関して特徴的な現れ方をする事を示

した。

　　さらに、地磁気活動度との関連を考える

と、1）Substor■の直接的な効果として数時

間のうちに発生するものと、2）Substor開の

after・effectとして磁気圏の擾乱がおさまっ

た後、数日の問の比較的静かな時期に発生す

るものに分けられ、それぞれ以下のような現

象が対応する事がわかった（表1）。

　　これらのPc1現象とSubstorm
の関係は、1）の場合については単にSubsto

閲に伴う高エネルギー粒子の供給によると考

えたのでは一概には説明できない。従って磁

気圏内の諸条件（cold　plas閲aの分布、　conv

ection　fieldの様子）を合わせて更に詳しい

解析が必要である。また、2）の場合にっい

ては状況は更に複雑で、長周期の脈動（Pc

4－5）による㎜o伽lationの見られる例も観

測されており、その発生のtriggering侃echa

nis爪と合わせてまだ十分な説明がなされてい

ない。これらの点についてさらに詳しく解析

を行ない報告する。

効果 現象　の　種類 Local　T輌me

Direct　effect
　Energetic　proton
　injection

◆ Non－periodic　　Pc　　1，
　　low　frequency　band
　　（IPDP　を含む。）

・

Subcleft　morning
　　dot

・ Night　　side　　per　iodic
　　Pc　1

11－20　MLT

7±2　MLT

17－07　MLT

Af　t　e　r　　　e　f　f　e　c　t

　Longitudinal
　dens　i　ty　　grad　ient
　in　low　energy
　Plasma　etc．

　十weak　injection

◆Dayside　periodic
　　Pc　1

・Non－periodjc　Pc　　1，
　　high　　frequency
　　band

06－18　MLT

10－16　MLT

表1　Pc　1の　substorm　効果
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